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第１章 修了生による大学教育評価アンケート調査の概要 

 
 
1. 調査の目的   本学が提供する大学教育の成果・効果を明らかにし、本学に対する要

望を把握することにより、教育の改善に資することを目的とする。 
2. 調査実施期間   令和 4 年 6 月 30 日（木）～令和 5 年 3 月 31 日（金） 
3. 調査対象    令和 4 年度修了生 267 人 回答数は 219 人 回収率 82% 
4. 調査内容・方法  アンケート調査の質問項目は、教学 IR 部で審議決定した。 

アンケート調査業務について、アンケート作成及び実施後の取りまと 
めは教育企画課が統括し、アンケートの配布・回収などは各研究科で 
実施した。 
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教育学研究科

香川大学大学院修了時アンケート 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードすると

ともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念に基づき、豊かな人間性と高い
倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダ
ーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本学大学院課程においては、以下の 4 つの構成要素、すなわち、
①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求め
られる専門的な能力・態度を身につけた者に学位を授与しています。 

教育学研究科 専門職学位課程（ 専攻） 令和４年度修了 

問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 

問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 

問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につきま
したか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ専
門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、どの
程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この質
問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。 
（社会人学生以外もお答えください。） 

1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない 4．全くそう思わない 

問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週
間で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成の
ための研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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教育学研究科

問 11． 香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善した
りした方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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教育学研究科

問 12-1.あなたは次の各専門科目について、どの程度満足しましたか。 
（１）共通科目 
1．満足   2．ある程度満足   3．やや不満   4．不満 

（２）コース科目
1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

（３）実習科目（教職実践研究を含む）
1．満足   2．ある程度満足   3．やや不満   4．不満 

問 12-2.あなたは次の各専門科目について、今後の仕事の中でどの程度役立つと思いますか。 
（１）共通科目
1．役立つと思う 2．ある程度役立つと思う 3．あまり役立たないと思う 4．役立たないと思う

（２）コース科目
1．役立つと思う 2．ある程度役立つと思う 3．あまり役立たないと思う 4．役立たないと思う

（３）実習科目（教職実践研究を含む）
1．役立つと思う 2．ある程度役立つと思う 3．あまり役立たないと思う 4．役立たないと思う

問 13．教育学研究科に在学中、以下の事柄についてどの程度満足していましたか。 

（１）学修や研究のための図書や情報の充実

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

（２）講義室、演習室、実験室、自習室等の学修・研究環境

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

（３）学修や進路等の相談で教員と接する機会

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

（４）教育現場での実習

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

（５）研究成果の発表

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

◆教育学研究科のカリキュラムや学修・研究環境等について、良かった点、不満だった点、継続すべき点、
改善すべき点など、自由にご意見をお書きください。
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教育学研究科

問 14．修学上の特例（長期履修学生制度、短期履修学生制度、小学校教員免許取得コース）についてお
尋ねします。 

(1)あなたは、「修学上の特例」を利用しましたか。

（ ）利用した （ ）利用しなかった 

利用した方にお尋ねします。 
①利用した制度やコースに〇をつけてください。

（ ）長期履修学生制度、（ ）短期履修学生制度、（ ）小学校教員免許取得コース 

②利用した制度やコースにどの程度満足しましたか。

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

理由 

問 15．総合的にみて、教育学研究科で学んだことに満足していますか。また、その理由もお書きくださ
い。 

1．満足 2．ある程度満足 3．やや不満 4．不満 

理由 

ご協力ありがとうございました。 
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法学研究科

香川大学大学院修了時アンケート 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードすると

ともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念に基づき、豊かな人間性と高い
倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダ
ーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本学大学院課程においては、以下の 4 つの構成要素、すなわち、
①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求め
られる専門的な能力・態度を身につけた者に学位を授与しています。 

法学研究科 法律学専攻 令和４年度修了 

問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 

問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 

問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につきま
したか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ専
門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、どの
程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった

問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この質
問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 

問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。 
（社会人学生以外もお答えください。） 

1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない 4．全くそう思わない 

問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週間
で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成のた
めの研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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法学研究科 

 

問 11．香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善したり
した方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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法学研究科 

 

問 12．差し支えなければ、あなたの履修していた演習科目を教えてください。 
 

 
問 13．あなたは、どのような理由で法学研究科に進学しましたか。もっとも当てはまるもの一つを選んでく
ださい。 
 1. 当時、就いていた職業において必要な知識や能力を得たかったから 
 2. 当時、目指していた職業や資格に必要な知識や能力を得たかったから 
 3. 博士課程への進学を目指していたから 
 4. 職業や資格とは関係なく、法学・政治学を深く学びたかったから 
 5. その他（具体的に                             ） 
 
問 14. あなたの出身大学、出身学部について、当てはまるものを一つ選んでください。 
＜出身大学について＞ 
 1. 香川大学を卒業した       2. 香川大学の以外の大学を卒業した 
 
＜出身学部について＞ 
 1. 法学部を卒業した        2. 法学部以外の学部を卒業した 
※ 2 を選ばれた方は、差し支えなければ、卒業した学部を教えてください。 

（            学部） 
 
問 15．法学研究科で開講されていた授業の数や種類は十分でしたか？ 
1. 大いにそう思う   2. ややそう思う   3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 16．全般的に、法学研究科で開講されていた授業の内容は満足できるものでしたか？ 
1. 大いにそう思う   2. ややそう思う   3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 17．法学研究科における授業の内容や方法について、不満に思ったことがあれば、教えてください。 

 

 
問 18-1．開講されていたら受講したかったという授業はありますか（担当者が不在等の理由で休講になって
いた授業科目は除いてお考えください）。以下の中から、当てはまるものをすべて選んでください。 
1. 研究方法に関する授業       2. 実務に関するする授業 
3. 資格試験対策のための授業     4. 専門以外の教養を高める授業 

 5. その他              6. 特にない 
 
問 18-2．5「その他」を選ばれた方は、どのような授業科目か、お答えください。 

 

 
 
問 19-1. 法学研究科では、ほとんどの授業で少人数教育を実施していますが、研究や学習を行う上で有益だ
ったと思いますか。 
1. 大いにそう思う   2. ややそう思う   3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 
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法学研究科 

 

問 19-2．具体的にどのような点で、そのように思われますか。 
 

 
問 20-1. 法学研究科では社会人学生（有職者や職業経験を有する学生）と一般学生（学部卒業後、すぐに大
学院に進学した学生）が混在していますが、そのような環境は、研究や学習を行う上で有益だったと思います
か。 
1. 大いにそう思う   2. ややそう思う   3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 
 

問 20-2．具体的にどのような点で、そのように思われますか。 
 

 
問 21． 教室や教育のための設備は、満足できるものでしたか？  
1. 大いにそう思う    2. ややそう思う    3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 22．学内の施設（図書館や法学資料室、学内で利用できる判例検索システムなど）で、研究や学習に必要な
文献・資料等の収集は十分にできましたか？ 
1. 大いにそう思う    2. ややそう思う    3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 23. 学内の設備や施設に関して不満に思っていたことがあれば、教えてください。 
 

 
問 24-1. 長期履修制度（3年間で修士の学位取得を目指す制度）を利用していた方に伺います。あなたは、長
期履修制度を利用して良かったと思いますか。 
1. 大いにそう思う    2. ややそう思う  3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 
 

問 24-2．具体的にどのような点で、そのように思われますか。 
 

 
 
問 25. 差し支えなければ、現在のあなたのご職業を教えてください。 
 

 
問 26. 法学研究科修了後、現在のご職業とは違うご職業に就く予定がある方は、差し支えなければ、そのご
職業を教えてください。 
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法学研究科 

 

問 27-1．法学研究科での教育・研究は、その後の職業生活において求められる知識や能力を得る上で有益で
したか。 
1. 大いにそう思う    2. ややそう思う    3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 27-2．具体的にどのような点で、そのように思われますか。 
 

 
問 28-1．法学研究科での教育・研究は、その後の（職業に関することは別に）社会生活において有益であると
思われますか。 
1. 大いにそう思う    2. ややそう思う     3. どちらともいえない  
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない 

 
問 28-2．具体的にどのような点で、そのように思われますか。 
 

 
問 29．法学研究科で受講した授業で、職業生活や社会生活において有益だったと思う科目を挙げてください。
（幾つ挙げても構いません。また、理由もお書き添えください。） 
 

 
問 30．法学研究科での研究・学習全般について、ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。 
 

 
質問は以上です。長時間にわたってご協力くださり、ありがとうございました。 
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経済学研究科 

 

香川大学大学院修了生アンケート 
 
はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社

会をリードするとともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育
理念に基づき、豊かな人間性と高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応
用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そ
のため本学大学院課程においては、以下の 4つの構成要素、すなわち、①専門知識・理解、②研究能力・応用
力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求められる専門的な能力・
態度を身につけた者に学位を授与しています。  
 
経済学研究科経済学専攻   令和４年修了 
 

問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 
 

問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 
 

問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程
度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 

 
問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力
及び学んだ専門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 

 
問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的
責任は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 

 
問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 

 
問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていまし
たか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 

問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 

問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない
場合、この質問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 

問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。 
（社会人学生以外もお答えください。） 

1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 

問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活
動に、１週間で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要し
た時間、学位論文作成のための研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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経済学研究科 

 

問 11． 香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視した
り改善したりした方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
質問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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経済学研究科 

 

【以下の質問では、経済学研究科の授業科目についてお伺いいたします。】 

質問 12．今年度、あなたはどの教育分野の授業科目を受講されましたか。受講した授業科目
に該当する教育分野をすべて【 】内に記号でご記入下さい。 

 
  【  】【  】【  】【  】【  】【  】 

 ＜教育分野＞ 
    A．理論経済学  B．経済史   C．経済政策  D．財政学 

E．社会政策     F．金融論   G．統計学   H．経営学 
  I．商学     J．会計学   K．社会文化論 

  L．言語科学     M．その他（外国書講読） 
 
＊以下の質問項目では、左欄の【 】にあなたが受講した教育分野の記号を記入し、その教育
分野に対する評価について、あなたのお気持ちに最も近い番号に○を１つずつお付け下さい。 

 
 
 
 SQ1．上の質問 12 で回答した各教育分野の授業の内容および水準は適切なものであったと思

われますか。 

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い  

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤  
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
 
 
 
 SQ2．上の質問 12 で回答した各教育分野の授業に、あなたご自身は積極的に参加したと思わ

れますか。 

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い  

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤  
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
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経済学研究科 

 

 SQ3．上の質問 12 で回答した各教育分野の授業を受けてみて、研究や実践的活動の手がかり
を得ることができたと思われますか。 

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い  

⼤
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤  
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
 
 
 
 SQ4．上の質問 12 で回答した各教育分野の授業は、総合的に満足できるものでしたか。       

⾮
常
に
満
⾜
し
て
い
る 

や
や
満
⾜
し
て
い
る 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
満
⾜
し
て
い
な
い 

全
く
満
⾜
し
て
い
な
い  

⾮
常
に
満
⾜
し
て
い
る 

や
や
満
⾜
し
て
い
る 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
満
⾜
し
て
い
な
い 

全
く
満
⾜
し
て
い
な
い 

     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤  
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
     ５   ４   ３   ２   １      ５   ４   ３   ２  １ 
【  】→├──┼──┼──┼──┤ 【  】→├──┼──┼──┼──┤ 
 
  
 
SQ5．受講した授業科目のなかで、とくによいと思うことがあれば、下の枠内にご記入下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 SQ6．受講した授業科目のなかで、とくに改善してほしいと思うことがあれば、下の枠内に

ご記入下さい。 
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経済学研究科 

 

【以下の質問では、経済学研究科での演習についてお伺いいたします。】 
 
質問 13．演習指導教員の指導について、あなたはどのくらい満足されていますか。あなたの

お気持ちに最も近い番号に○を１つお付け下さい。 

⾮
常
に
満
⾜
し
て
い
る 

や
や
満
⾜
し
て
い
る 

 

ど
ち
ら
と
も
⾔
え
な
い 

 

あ
ま
り
満
⾜
し
て
い
な
い 

全
く
満
⾜
し
て
い
な
い 

              ５   ４   ３   ２   １ 
                   ├──┼──┼──┼──┤ 
 
 
 SQ1．副演習を履修していますか。                                       
              A．履修している    B．履修していない 
 
 
 SQ2．演習指導についてとくに改善してほしいと思うことがあれば、下の枠内にご記入下さ

い。 
 
 
 
 
 
 
 

 

【以下の質問では、経済学研究科のカリキュラム、その他全般についてお伺いいたします。】 
 
質問 14．授業科目のなかで、取り上げてほしい分野等があれば、下の枠内にご記入下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 SQ1．時間割上で、何か問題があると感じたことはありませんか。もし問題があるようであ

れば、下の枠内にご記入下さい。 
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経済学研究科 

 

 SQ2．カリキュラム、設備、そのほかのことについて、何か要望はありませんか。どのよう
なことでも結構ですので、要望や改善点がありましたら、下の枠内にご記入下さい。忌
憚のないご意見をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問 15．最後に、あなたご自身についてお伺いいたします。それぞれの質問について、当ては
まる記号に○を１つずつお付け下さい。 

１．あなたの所属コースは  A．分野別コース  B．フレックスコース 

２．あなたの学年は     A．１年   B．２年   C．３年以上 

３．あなたは留学生ですか  A．はい   B．いいえ 
 
************ たくさんの質問にご協力いただき、ありがとうございました ********** 
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医学系研究科 

 

香川大学大学院修了時アンケート 
 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会

をリードするとともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念
に基づき、豊かな人間性と高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を
備え、国際的な視野で地域社会においてリーダーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本
学大学院課程においては、以下の 4つの構成要素、すなわち、①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理
観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求められる専門的な能力・態度を身に
つけた者に学位を授与しています。 
  
医学系研究科    課程（        専攻）    年  月修了 
 
問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 
 
問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 
 
問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につきまし
たか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ専門
知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、どの程
度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この質問
には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。（社会人学生以外もお答えくだ
さい。） 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週間で
平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成のための
研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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医学系研究科 

 

問 11．香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善したりし
た方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
問 12 以降は、医学系研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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医学系研究科 

 

問 12．全体として、大学院入学の目的は達成できましたか。 
5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 
 

問 13．大学院での教育・研究において、就労への配慮は十分でしたか。 
（在学時、社会人だった方のみ回答ください。） 

5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 
 

問 14．大学院への進学について意見を求められた時、積極的に勧めたいですか。 
5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 
 

（博士課程医学専攻：問 15） 
問 15．大学院研究で身につけた考え方、知識、手技が今後の診療で有用ですか。 

（診療に携わっている方または、今後診療を行う予定の方のみ回答ください。） 
5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 

 
（博士前期課程看護学専攻：問 16） 
問 16．大学院（修士課程）で身につけた考え方、知識が、今後の研究活動、実践に有用ですか。 

5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 

 
（修士課程臨床心理学専攻：問 17） 
問 17．大学院（修士課程）で身につけた考え方、知識が、今後の研究活動、実践に有用ですか。 

5. 大いにそう思う   4. ややそう思う     3. どちらともいえない 
2. あまりそう思わない 1. 全くそう思わない 

 
問 18．医学系研究科独自の自由記述欄 
（１）大学院での教育・研究の実績を今後どのように生かそうと考えていますか。 
 
 
 
 
（２）大学院での教育・研究において、改善すべき点、良かった点を記載ください。 
[改善すべき点] 
 
 
 
 
[良かった点] 
 
 
 
 
（３）自由記述欄 
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工学研究科 

 

香川大学大学院修了生アンケート 
 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードすると

ともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念に基づき、豊かな人間性と高い
倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダ
ーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本学大学院課程においては、以下の 4 つの構成要素、すなわち、
①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求め
られる専門的な能力・態度を身につけた者に学位を授与しています。   
工学研究科 博士前期（修士）課程  令和４年度修了 
 
問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 
 
問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 
 
問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につきま
したか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ専
門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、どの
程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この質
問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週間
で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成のた
めの研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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工学研究科 

 

問 11． 香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善したり
した方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
質問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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工学研究科 

 

以下は工学研究科独自の質問項目になります。上記と似た内容の質問についても、改めてお答えください。 
 
質問 12．あなたが所属している専攻について、あてはまる番号に○をつけてください。 

１．安全システム建設工学専攻    ２．信頼性情報システム工学専攻 
３．知能機械システム工学専攻    ４．材料創造工学専攻 

 
（Ⅰ．研究について） 
質問 13．あなたの研究活動は充実していましたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 14．あなたが研究を進めるにあたり、指導教員のサポートは充分でしたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 15．あなたが研究を進めるにあたり、研究設備は充分でしたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 16．あなたは、TA で大学院生が講義をサポートすることをどのように考えていますか。 

１．非常によい           ２．どちらかと言えばよい 
３．どちらかと言えばよくない    ４．よくない 

 
質問 17．あなたの大学院での学習・生活習慣について、あてはまる番号にそれぞれ１つ○をつけてください。 
 

  日 常 的
にした 

た ま に
した 

あ ま り
し な か
った 

し な か
った 

１）図書館を利用する 1 2 3 4 

２）文献を読む 1 2 3 4 

３）新聞を読む 1 2 3 4 

４）研究の計画を立てる 1 2 3 4 

５）インターネットで情報を収集する 1 2 3 4 

６）論文や報告書を作成する 1 2 3 4 

７）ボランティア活動を行う 1 2 3 4 

８）学会活動を行なう 1 2 3 4 
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工学研究科 

 

（Ⅱ．教育について） 
質問 18．あなたは、２年間大学院で学んで、以下に示す能力が身についたと思いますか。 あてはまる番号に
それぞれ１つ○をつけてください。 
 

  

 

身
に
つ
い
た 

や
や 

身
に
つ
い
た 

あ
ま
り
身
に 

つ
か
な
か
っ
た 

身
に 

つ
か
な
か
っ
た 

１）プレゼンテーションの力 1 2 3 4 

２）専門分野の高度な知識 1 2 3 4 

３）数学，自然科学の深い知識 1 2 3 4 

４）探究心を持つ力 1 2 3 4 

５）ものごとの課題を発見し、解決する力 1 2 3 4 

６）社会問題の理解力 1 2 3 4 

７）英語の力 1 2 3 4 

８）チームワークの力 1 2 3 4 
 
 
質問 19．あなたは、大学院での学習についてどのように考えてきましたか。下記の項目で、あなたの考えに最
も近いものをそれぞれ１つ選び、○をつけてください。 
 

  そう思う ややそう
思う 

あまりそう
思わない 

そう思わ
ない 

１）大学院で身につけた知識やス
キルが将来の職業生活に役に立つ 1 2 3 4 

２）大学院を修了すれば、よりよ
い条件の職業につくことができる 1 2 3 4 

３）大学院で何を学んだかは就職
活動の結果に関係がない 1 2 3 4 

 
質問 20．あなたは、履修登録にあたり、将来や進路なども考えたうえで、真剣に検討しましたか。 

１．非常にまじめに検討した     ２．少しはまじめに検討した 
３．あまりまじめに検討しなかった  ４．全く検討しなかった 

 
質問 21．１日に平均してどのくらい自学・自習（予習・復習・レポート作成等）しましたか。 

１．５時間以上           ２．４時間以上５時間未満 
３．３時間以上４時間未満      ４．２時間以上３時間未満 
５．１時間以上２時間未満      ６．１時間未満 

 
質問 22．１日に平均してどのくらい研究（実験・解析・ディスカッション・レポート作成等）しましたか。 

１．５時間以上           ２．４時間以上５時間未満 
３．３時間以上４時間未満      ４．２時間以上３時間未満 
５．１時間以上２時間未満      ６．１時間未満 

 
質問 23．あなたは、インターンシップ・体験学習等を体験しましたか。 

１．はい    ２．いいえ 
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工学研究科 

 

（Ⅲ．授業における「成績評価」や「シラバスの利用」など） 
質問 24．あなたは、授業科目を選択する際に、シラバスをどの程度参考にしましたか。 

１．十分に参考にした        ２．まあまあ参考にした 
３．あまり参考にしなかった     ４．全く参考にしなかった 

 
 
質問 25．教員は成績評価の参考にしたデータ（平常点やレポート、テスト結果など）をフィードバック（伝
達・返却など）していましたか。 

１．ほとんどの授業ではしっかりしていた 
２．いくつかの授業ではしっかりしていた 
３．した授業もあったが、しなかった授業の方が多かった 
４．しなかった授業ばかりだった 

 
 
質問 26．教員の単位認定（成績評価）の仕方は、信頼できましたか。 

１．ほとんどの授業ではしっかりしていた 
２．いくつかの授業ではしっかりしていた 
３．した授業もあったが、しなかった授業の方が多かった 
４．しなかった授業ばかりだった 

 
 
（Ⅳ．進路について） 
質問 27．あなたの修了後の進路決定に際して、経済的問題の影響はありましたか。 

１．はい    ２．いいえ 
 
質問 28．あなたは修了後、どのような進路に進みますか。 

１．民間企業に就職する       ２．公務員や教員として就職する 
３．自営業や家業を継ぐ       ４．大学院に進学する 
５．他大学に（編）入学する     ６．専門学校に進学する 
７．まだわからない 
８．その他（具体的に                          ） 

 
質問 29．あなたが修了後の進路を決定し、行動を始めたのはいつですか。 

１．大学院入学前    ２．１年生前期    ３．１年生後期 
４．２年生前期     ５．２年生後期    ６．その他 

 
 
質問 30．あなたが仕事や就職先を選ぶ際に、次のことはどれくらい重要視しましたか。 
 

  重要であ
った 

やや重要
であった 

あまり重
要でなか
った 

重要でな
かった 

１）大学院で学んだことが生かせること 1 2 3 4 

２）自分の興味や関心に合っていること 1 2 3 4 

３）失業の恐れがないこと 1 2 3 4 

４）高い収入が得られること 1 2 3 4 

５）社会に貢献すること 1 2 3 4 

６）会社の知名度 1 2 3 4 
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工学研究科 

 

７）会社の行動・考えかた（法令遵守や
地球環境貢献） 

1 2 3 4 

８）福利厚生が充実していること 1 2 3 4 

９）個人の時間が確保できること 1 2 3 4 

10）親や知人の推薦・評判 1 2 3 4 
 
 
質問 31．あなたは、どのように会社情報を入手したり、就職に向けての努力をしたりしましたか。（複数回答
可） 

１．就職（進路）資料室等で資料を調べた 
２．インターネットや雑誌などで会社や求人情報などを調べた 
３．就職説明会などに参加した 
４．就職活動について、先輩に話を聞いたり、友人と情報交換をした 
５．修了後の進路について教員に相談した 
６．修了後の進路についてキャリア支援センターおよび学科の就職担当等に相談した 
７．修了後の進路について親等に相談した 
８．就職や進学に役立ちそうな資格を取得した（勉強した） 
９．修了後のために専門学校などに通った 
10．その他（具体的に                          ） 

 
 
（Ⅴ．その他） 
質問 32．あなたは大学院に入学後の学生生活において、何らかの犯罪や民事上の被害・トラブルを経験した
ことがありますか（複数回答可）。 

１．マルチ商法、悪徳販売による被害 
２．アルバイト先での賃金未払いや不当解雇の被害 
３．セクハラ、ストーカー等の性的犯罪 
４．アカハラ、パワハラなどの嫌がらせ行為 
５．学内での窃盗 
６．けんか等の暴行 
７．アルコールの痛飲による急性アルコール中毒 
８．その他（具体的に                          ） 
９．被害にあったことがない 

 
 
質問 33．本学での教育・学習、学生生活などに関して、全体として「良かった」、「楽しかった」と感じるな
ど、満足していますか。 

１．満足している          ２．やや満足している 
３．やや不満            ４．不満 

 
 
質問 34．あなたの保護者は、あなたの本大学院での修学生活に満足していると思いますか。 

１．満足していると思う       ２．やや満足していると思う 
３．やや不満だと思う        ４．不満だと思う 
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工学研究科 

 

香川大学大学院修了生アンケート 
 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードすると

ともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念に基づき、豊かな人間性と高い
倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダ
ーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本学大学院課程においては、以下の 4 つの構成要素、すなわち、
①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生として求め
られる専門的な能力・態度を身につけた者に学位を授与しています。   
工学研究科 博士後期（博士）課程  令和４年度修了 
 
問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 
 
問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 
 
問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につきま
したか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ専
門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、どの
程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この質
問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週間
で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成のた
めの研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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工学研究科 

 

問 11． 香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善したり
した方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
質問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�2�8



工学研究科 

 

以下は工学研究科独自の質問項目になります。上記と似た内容の質問についても、改めてお答えください。 
 
質問 12．あなたが所属している専攻について、あてはまる番号に○をつけてください。 

１．安全システム建設工学専攻    ２．信頼性情報システム工学専攻 
３．知能機械システム工学専攻    ４．材料創造工学専攻 

 
（Ⅰ．研究について） 
質問 13．あなたの研究活動は充実していましたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 14．あなたが研究を進めるにあたり、指導教員のサポートは充分でしたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 15．あなたが研究を進めるにあたり、研究設備は充分でしたか。 

１．とても充実していた       ２．やや充実していた 
３．あまり充実していなかった    ４．全く充実していなかった 

 
質問 16．あなたは、TA で大学院生が講義をサポートすることをどのように考えていますか。 

１．非常によい           ２．どちらかと言えばよい 
３．どちらかと言えばよくない    ４．よくない 

 
質問 17．あなたの大学院での学習・生活習慣について、あてはまる番号にそれぞれ１つ○をつけてください。 
 

  日 常 的
にした 

た ま に
した 

あ ま り
し な か
った 

し な か
った 

１）図書館を利用する 1 2 3 4 

２）文献を読む 1 2 3 4 

３）新聞を読む 1 2 3 4 

４）研究の計画を立てる 1 2 3 4 

５）インターネットで情報を収集する 1 2 3 4 

６）論文や報告書を作成する 1 2 3 4 

７）ボランティア活動を行う 1 2 3 4 

８）学会活動を行なう 1 2 3 4 
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工学研究科 

 

（Ⅱ．教育について） 
質問 18．あなたは、大学院博士後期課程で学んで、以下に示す能力が身についたと思いますか。 あてはまる
番号にそれぞれ１つ○をつけてください。 
 

  

 

身
に
つ
い
た 

や
や 

身
に
つ
い
た 

あ
ま
り
身
に 

つ
か
な
か
っ
た 

身
に 

つ
か
な
か
っ
た 

１）プレゼンテーションの力 1 2 3 4 

２）専門分野の高度な知識 1 2 3 4 

３）数学，自然科学の深い知識 1 2 3 4 

４）探究心を持つ力 1 2 3 4 

５）ものごとの課題を発見し、解決する力 1 2 3 4 

６）社会問題の理解力 1 2 3 4 

７）英語の力 1 2 3 4 

８）チームワークの力 1 2 3 4 
 
 
質問 19．あなたは、大学院での学習についてどのように考えてきましたか。下記の項目で、あなたの考えに最
も近いものをそれぞれ１つ選び、○をつけてください。 
 

  そう思う ややそう
思う 

あまりそう
思わない 

そう思わ
ない 

１）大学院で身につけた知識やス
キルが将来の職業生活に役に立つ 1 2 3 4 

２）大学院を修了すれば、よりよ
い条件の職業につくことができる 1 2 3 4 

３）大学院で何を学んだかは就職
活動の結果に関係がない 1 2 3 4 

 
質問 20．あなたは、履修登録にあたり、将来や進路なども考えたうえで、真剣に検討しましたか。 

１．非常にまじめに検討した     ２．少しはまじめに検討した 
３．あまりまじめに検討しなかった  ４．全く検討しなかった 

 
質問 21．１日に平均してどのくらい自学・自習（予習・復習・レポート作成等）しましたか。 

１．５時間以上           ２．４時間以上５時間未満 
３．３時間以上４時間未満      ４．２時間以上３時間未満 
５．１時間以上２時間未満      ６．１時間未満 

 
質問 22．１日に平均してどのくらい研究（実験・解析・ディスカッション・レポート作成等）しましたか。 

１．５時間以上           ２．４時間以上５時間未満 
３．３時間以上４時間未満      ４．２時間以上３時間未満 
５．１時間以上２時間未満      ６．１時間未満 

 
質問 23．あなたは、インターンシップ・体験学習等を体験しましたか。 

１．はい    ２．いいえ 
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工学研究科 

 

（Ⅲ．授業における「成績評価」や「シラバスの利用」など） 
質問 24．あなたは、授業科目を選択する際に、シラバスをどの程度参考にしましたか。 

１．十分に参考にした        ２．まあまあ参考にした 
３．あまり参考にしなかった     ４．全く参考にしなかった 

 
 
質問 25．教員は成績評価の参考にしたデータ（平常点やレポート、テスト結果など）をフィードバック（伝
達・返却など）していましたか。 

１．ほとんどの授業ではしっかりしていた 
２．いくつかの授業ではしっかりしていた 
３．した授業もあったが、しなかった授業の方が多かった 
４．しなかった授業ばかりだった 

 
 
質問 26．教員の単位認定（成績評価）の仕方は、信頼できましたか。 

１．ほとんどの授業ではしっかりしていた 
２．いくつかの授業ではしっかりしていた 
３．した授業もあったが、しなかった授業の方が多かった 
４．しなかった授業ばかりだった 

 
 
（Ⅳ．進路について） 
質問 27．あなたの修了後の進路決定に際して、経済的問題の影響はありましたか。 

１．はい    ２．いいえ 
 
質問 28．あなたは修了後、どのような進路に進みますか。 

１．民間企業に就職する       ２．公務員や教員として就職する 
３．自営業や家業を継ぐ       ４．大学院に進学する 
５．他大学に（編）入学する     ６．専門学校に進学する 
７．まだわからない 
８．その他（具体的に                          ） 

 
質問 29．あなたが修了後の進路を決定し、行動を始めたのはいつですか。 

１．大学院後期課程入学前  ２．後期１年生前期    ３．後期１年生後期 
４．後期２年生前期     ５．後期２年生後期    ６．後期３年生前期 
７．後期３年生後期     ８．その他（具体的に            ） 

 
 
質問 30．あなたが仕事や就職先を選ぶ際に、次のことはどれくらい重要視しましたか。 
 

  重要であ
った 

やや重要
であった 

あまり重
要でなか
った 

重要でな
かった 

１）大学院で学んだことが生かせること 1 2 3 4 

２）自分の興味や関心に合っていること 1 2 3 4 

３）失業の恐れがないこと 1 2 3 4 

４）高い収入が得られること 1 2 3 4 

５）社会に貢献すること 1 2 3 4 

６）会社の知名度 1 2 3 4 
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工学研究科 

 

７）会社の行動・考えかた（法令遵守や
地球環境貢献） 

1 2 3 4 

８）福利厚生が充実していること 1 2 3 4 

９）個人の時間が確保できること 1 2 3 4 

10）親や知人の推薦・評判 1 2 3 4 
 
 
質問 31．あなたは、どのように会社情報を入手したり、就職に向けての努力をしたりしましたか。（複数回答
可） 

１．就職（進路）資料室等で資料を調べた 
２．インターネットや雑誌などで会社や求人情報などを調べた 
３．就職説明会などに参加した 
４．就職活動について、先輩に話を聞いたり、友人と情報交換をした 
５．修了後の進路について教員に相談した 
６．修了後の進路についてキャリア支援センターおよび学科の就職担当等に相談した 
７．修了後の進路について親等に相談した 
８．就職や進学に役立ちそうな資格を取得した（勉強した） 
９．修了後のために専門学校などに通った 
10．その他（具体的に                          ） 

 
 
（Ⅴ．その他） 
質問 32．あなたは大学院に入学後の学生生活において、何らかの犯罪や民事上の被害・トラブルを経験した
ことがありますか（複数回答可）。 

１．マルチ商法、悪徳販売による被害 
２．アルバイト先での賃金未払いや不当解雇の被害 
３．セクハラ、ストーカー等の性的犯罪 
４．アカハラ、パワハラなどの嫌がらせ行為 
５．学内での窃盗 
６．けんか等の暴行 
７．アルコールの痛飲による急性アルコール中毒 
８．その他（具体的に                          ） 
９．被害にあったことがない 

 
 
質問 33．本学での教育・学習、学生生活などに関して、全体として「良かった」、「楽しかった」と感じるな
ど、満足していますか。 

１．満足している          ２．やや満足している 
３．やや不満            ４．不満 

 
 
質問 34．あなたの保護者は、あなたの本大学院での修学生活に満足していると思いますか。 

１．満足していると思う       ２．やや満足していると思う 
３．やや不満だと思う        ４．不満だと思う 
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農学研究科 

 

香川大学大学院修了時アンケート 
 

はじめにお読みください。 
香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードする

とともに共生社会の実現に貢献することを理念としています。香川大学大学院では、この教育理念に基づき、豊かな人間性と
高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会において
リーダーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。そのため本学大学院課程においては、以下の 4 つの構成要素、す
なわち、①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインドに基づき、各研究科の学生
として求められる専門的な能力・態度を身につけた者に学位を授与しています。 
  
農学研究科    課程（        専攻） 令和４年度修了 
 
問１～問 11 は、全研究科共通の質問項目です。あてはまる番号に○をつけてください。 
 
問１．あなたは社会人学生ですか。 
1．はい  2.いいえ  3．わからない 
 
問２．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野における高度な専門知識は、どの程度身につき
ましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問３．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において研究を計画・遂行する能力及び学んだ
専門知識を応用して課題を解決する能力は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問４．大学院の教育・研究を通じて、あなたが学んだ分野において求められる倫理観や社会的責任は、ど
の程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問５．大学院の教育・研究を通じて、国際的視野は、どの程度身につきましたか。 
1．身についた 2．どちらかといえば身についた 3．どちらかといえば身につかなかった 4．身につかなかった 
 
問６．上記の大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムは十分整っていましたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問７．大学院の教育・研究において、主指導教員の指導は十分でしたか。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問８．大学院の教育・研究において、副指導教員の指導は十分でしたか。副指導教員がいない場合、この
質問には回答しないで下さい。 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問９．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。 

（社会人学生以外もお答えください。） 
1．大いにそう思う  2．ややそう思う  3．あまりそう思わない  4．全くそう思わない 
 
問 10．あなたは今年度、授業が行われている期間に、授業時間外に授業と関係のある学習・活動に、１週
間で平均どのくらいの時間を費やしましたか。（レポート等の作成や実験等に要した時間、学位論文作成の
ための研究等に関係する学習・活動も含みます。） 
1.  31 時間以上   2.  26－30 時間    3． 21－25 時間    4． 16－20 時間 
5． 11－15 時間    6． 6－10 時間    7． 1－5 時間      8． 0 時間 
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農学研究科 

 

問 11．香川大学、あるいはあなたの所属研究科において良かったと思う点、もっと重視したり改善したり
した方が良いと思う点がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 12 以降は、研究科独自の質問項目になります。 
差しさわりのある質問項目や回答できない質問は、ご回答いただかなくて結構です。 
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第２章 調査結果について 
 
１．全学的な視点からの分析 
（１） 分析結果 
「あなたは社会人学生ですか」（質問 1）という質問に対し、23.3%が社会人学生である

と回答した。 
修了生が身につける必要のある専門的な能力・態度に対する、修了生による評価につい

てみていく。大学院の教育・研究を通じて、「高度な専門知識」（質問 2）、「研究を計画・
遂行する能力及び学んだ専門知識を応用して課題を解決する能力」（質問 3）、「倫理観や社
会的責任」（質問 4）が身についたかという質問に対して、95%以上が身についた（身につ
いたとどちらかといえば身についたの合計）と回答した。また、「国際的視野」（質問 5）
については、約 70%が身についた（身についたとどちらかといえば身についたの合計）と
回答した。 

大学院の教育・研究に関する制度や環境に対する、修了生による評価についてみていく。
「大学院の人材育成の目標に照らして、大学院のカリキュラムが十分整っていたか」（質問
6）について、そう思う（大いにそう思うとややそう思うの合計）が 85％以上であった。
次に、主指導教員（質問 7）と副指導教員（質問 8）の指導は十分だったかについては、質
問 7 は 95%以上が、質問 8 は 90％以上が、そう思う（大いにそう思うとややそう思うの合
計）と回答した。なお、副指導教員がいない学生もいるため、質問 8 の割合は副指導教員
がいる学生のみで算出した場合の割合である。「大学院において、社会人が学びやすい環境
は整っているか」（質問 9）について、そう思う（大いにそう思うとややそう思うの合計）
が約 70％であった。 
 
（２） 優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 
大学院の教育・研究を通じて、「高度な専門知識」、「研究を計画・遂行する能力及び学ん

だ専門知識を応用して課題を解決する能力」、「倫理観や社会的責任」について、修了生の
95%以上が身についた（身についたとどちらかといえば身についたの合計）と回答したこと
から、大学院課程のディプロマ・ポリシーを構成する 4 つの要素（①専門知識・理解、②
研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインド）のうち、3つ（①、②、
③）については、修了生から十分な評価が得られているといえる。 

主指導教員と副指導教員による学生の指導についても十分な評価が得られている。 
 

【改善を要する点】 
大学院の教育・研究を通じて「国際的視野」が身についた（身についたとどちらかとい

えば身についたの合計）と回答した割合は、上記の他の 3 つの専門的な能力・態度と比較
すると相対的に低い。第 4 期中期計画では、修士課程の学生に、国際学会や全国学会での
発表を促進するための取り組みを強化することが挙げられており、特に国際学会では「国
際的視野」が必要になってくる。また第 4 期中期計画では学生に対して、「留学・海外研修
（オンラインを含む）等の交流活動に加えて、地域と連携した取組等により、グローバル
教育環境を拡充する」ことが挙げられている。 

「大学院において、社会人が学びやすい環境は整っているか」については、そう思う
（大いにそう思うとややそう思うの合計）が約 70％であった。第 4 期中期計画では、「社
会人の学びの志向に円滑かつ機動的に応えるため、支援体制を組織的に整備し、各種の支
援機能の強化・拡充を図ること」が挙げられており、新たなリカレント・リスキリングプ
ログラムの実施と受講者数の拡大に引き続き取り組んでいく必要がある。 

第 4期は令和 4年度にスタートしたため、今後の動向を追っていく必要があるだろう。 
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【参考資料】 

 

 

 

 

23.3%

76.3%

0.5%

質問1 あなたは社会人学生ですか。

はい

いいえ

わからない

48.4%
49.3%

1.8% 0.5%

質問2 大学院の教育・研究を通じて、あな
たが学んだ分野における高度な専門知識は、
どの程度身につきましたか。

身についた

どちらかといえば
身についた

どちらかといえば
身につかなかった

身につかなかった

50.2%46.1%

2.7% 0.9%

質問3 大学院の教育・研究を通じて、あな
たが学んだ分野において研究を計画・遂行す
る能力及び学んだ専門知識を応用して課題を
解決する能力は、どの程度身につきましたか。

身についた

どちらかといえば
身についた

どちらかといえば
身につかなかった

身につかなかった

57.1%
40.6%

1.4% 0.9%

質問4 大学院の教育・研究を通じて、あな
たが学んだ分野において求められる倫理観や
社会的責任は、どの程度身につきましたか。

身についた

どちらかといえば
身についた

どちらかといえば
身につかなかった

身につかなかった

17.9%

51.8%

24.8%

5.5%

質問5 大学院の教育・研究を通じて、国際
的視野は、どの程度身につきましたか。

身についた

どちらかといえば
身についた

どちらかといえば
身につかなかった

身につかなかった

29.8%

56.9%

11.0%

2.3%

質問6 上記の大学院の人材育成の目標に照
らして、大学院のカリキュラムは十分整って
いましたか。

大いにそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

74.9%

22.4%

2.3% 0.5%

質問7 大学院の教育・研究において、主指
導教員の指導は十分でしたか。

大いにそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

38.4%

25.0%3.2%

1.9%

31.5%

質問8 大学院の教育・研究において、副指
導教員の指導は十分でしたか。副指導教員が
いない場合、この質問には回答しないで下さ
い（無回答は副指導教員がいない割合）。

大いにそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答
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注：参考資料に掲載している円グラフの数値の合計が 100%にならないものもある 

25.1%

47.5%

24.7%

2.7%

質問9 大学院において、社会人が学びやす
い環境は整っていると思いますか。

大いにそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない
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２．研究科に関する分析 

教育学研究科 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 調査実施期間 令和 5年 3月 14 日 ～ 令和 5年 3月 24 日 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
（１）分析結果  
 令和 4 年度修了生に対する教育学研究科のアンケートは、高度教職実践専攻の修了生 23
名（学校力開発コース 4名、授業力開発コース 14 名、特別支援力開発コース 5名）に対し
て実施した。回答者数は、17 名であった。 
 研究科独自の質問項目は、①専門科目について、どの程度満足していたか（満足度）、ま
た今後の仕事の中でどの程度役立つと思うか（有益度）を尋ねた質問（問 12-1、12-2）、②
教育学研究科に在学中、学修や研究のための図書や情報、学修・研究環境、教員と接する機
会、教育現場の実習、研究成果の発表についてどの程度満足していたか（満足度）を尋ねた
質問（問 13）、③修学上の特例（長期履修学生制度、短期履修学生制度、小学校教員免許取
得コース）の利用状況と満足度について尋ねた質問（問 14）、④教育学研究科の学びの総合
的な満足度を尋ねた質問（問 15）である。これらの質問について、4段階評価による平均値
（満足度については「不満」を 1点、「やや不満」を 2点、「ある程度満足」を 3点、「満足」
を 4点とし、有益度については、「役立たない」1点、「あまり役立たない」2点、「ある程度
役立つ」3点、「役立つ」を 4点とする加重平均）を算出した。 
 総合的な満足度（問 15）の平均値は 3.87（満足している 13 名、ある程度満足している 2
名、未回答 2名）という高い数値であった。また、全ての質問項目について、平均値は 3.0
以上となっていた。とりわけ、専門科目のうちコース科目の満足度及び有益度が高く評価さ
れていた。 
 

（２）優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 
4 つのカテゴリーごとに、それぞれ優れた点を抽出する。①専門科目の満足度及び有益度

については、コース科目に関する評価がいずれも 3.7 以上と高く評価されていた。自ら学び
たいと選択したコースの授業内容について、期待していた成果が得られていることがうか
がえる。②大学院在学中に満足していた事柄としては、「学修や進路指導等の相談で教員と
接する機会」（3.71）が最も高く評価されており、院生と教員とのコミュニケーションが緊
密に図られていたことがうかがえる。③修学上の特例を利用した回答者 8名のうち、2名が
「満足している」、6 名が「ある程度満足している」と評価しており、利用した制度に対す
る不満は認められなかった。自由記述からは、1年間で履修することの大変さはあるものの、
学校現場の実情に即した制度として受け入れられており、現場での実践を想定しながら学
べることの意義を感じていることがうかがえる。④先の 3項目を踏まえ、教育学研究科にお
ける学修の総合的な満足度は、前述のとおり非常に高く評価されている。その理由に関する
自由記述回答から、幅広い経験や知識を得る機会となり、理論と実践の往還の意義を感じて

�5�0



いることや、様々な立場の院生が共に学び、交流を図ることの利点を実感していることがう
かがえる。 

 
【改善を要する点】  
専門科目について、コース科目の満足度に比べて、共通科目および実習科目の満足度の

平均値が相対的に低かった。共通科目については、有益度の平均値も他科目に比べて低く
なっている。共通科目は、専門性の基盤となる総合的な力量の形成を目的とした重要な科
目である。院生が授業の意義を認識し、主体的に学ぶ意識を高められるような工夫をする
など、授業改善の努力が必要である。 
実習科目については、カリキュラムや学修・研究環境等に関する自由記述回答に、不満

に思った点や改善点に関する内容が確認された。これらの内容について精査し、具体的な
改善点を検討する必要がある。さらに、問 13 の「講義室、演習室、実験室、自習室等の
学修・研究環境」については、3名が「やや不満」と回答していた。自由記述回答の内容
を参考に、院生の学修・研究環境をより充実させるための配慮および改善が求められる。 
最後に、シラバスと講義内容の不一致や共通科目の内容の重複など、カリキュラムにか

かわる意見が記述されていた。研究科として、共通科目を中心に各授業科目の内容および
構成について共通理解を図り、全体の調整と修正を行うなどカリキュラム改善に取り組む
必要がある。 
  

�5�1



【参考資料】 
研究科独自の質問項目 
問 12-1．     
あなたは以下の専門科目について、どの程度満足しましたか。 
 4.満足 3.ある程

度満足 
2.やや不
満 

1.不満 未回答 計 平均 

共通科目 8 8 1 0 0 17 3.41 

コース科目 12 5 0 0 0 17 3.71 

実習科目 8 7 2 0 0 17 3.35 

 
問 12-2． 
今後の仕事の中でどの程度役立つと思いますか。 
 4.役立つ

と思う 
3.ある程
度役立つ
と思う 

2.あまり
役立たな
いと思う 

1.役立た
ないと思
う 

未回答 計 平均 

共通科目 10 7 0 0 0 17 3.59 

コース科目 14 3 0 0 0 17 3.82 

実習科目 13 4 0 0 0 17 3.76 
 
質問 13．教育学研究科に在学中、以下の事柄についてどの程度満足していましたか。 
 4.満足 3.ある程

度満足 
2.やや不
満 

1.不満 未回答 計 平均 

学修や研究の
ための図書や
情報の充実 

9 7 1 0 0 17 3.47 

講義室、演習
室、実験室、
自習室等の学
修・研究環境 

11 3 3 0 0 17 3.47 

学修や進路等
の相談で教員
と接する機会 

13 3 1 0 0 17 3.71 

教育現場での
実習 

8 8 1 0 0 17 3.41 

研究成果の発
表 

10 6 1 0 0 17 3.53 

 
質問 14．修学上の特例（長期履修学生制度、短期履修学生制度、小学校教員免許取得コー
ス）についてお尋ねします。 
(1)あなたは、「修学上の特例」を利用しましたか。 

利用した 利用しなかった 未回答 計 
8 7 2 17 
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① 利用した制度やコース 

長期履修学生制度 短期履修学生制度 小学校教員免許取得
コース 計 

0 8 0 8 
 
② 利用した制度やコースにどの程度満足しましたか。 
 
4.満足してい
る 

3.ある程度満
足している 

2.あまり満足
していない 

1.満足してい
ない 

未回答 計 平均 

2 6 0 0 0 8 3.25 
 
問 15．総合的にみて、教育学研究科で学んだことに満足していますか。 
4.満足してい
る 

3.ある程度満
足している 

2.あまり満足
していない 

1.満足してい
ない 

未回答 計 平均 

13 2 0 0 2 17 3.87 
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法学研究科 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 調査実施期間 令和 5年 3月 24 日  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
（１）分析結果  
 法学研究科は定員も少なく、細かい数字を分析することにはあまり意味がないと思われ
るので、特徴的な箇所だけを分析したい。 
 質問項目 1～5、DP の各項目がどれほど身に着いたかの調査結果は、おおむね身に着いた
旨の回答があった。これは、研究科の教育がおおむね DP に従ってなされていることを示し
ていると思われる。ただし、質問項目５の「国際的視野」については、比較的低い評価とな
った。これは、調査対象者が在学中に法学研究科が開講していた科目が、あまり国際性のな
い科目に偏っていたことも影響していると考えられる（法は元来ドメスティックなもので
ある）。このことは、調査対象者の専門分野が国内的な関心にとどまっていたことも関連す
るだろう。 
 質問項目 6～9、カリキュラムや指導教員体制の項目も、おおむね良好な結果といえる。
副指導教員は、法学研究科では必須とされていなかったので、質問項目 8で無回答が全員で
あったのは仕方がないが、創発研究科に移行した後は必須となっているので、この項目の今
後の動きには注目したい。 
 質問項目 11 の自由記述の 1番目「民法選択といいながら不動産登記法で論文を書いたの
ですが、先生に丁寧にご指導いただき、無事仕上げることができ」た旨の意見があった。こ
れは、法学研究科の提供科目が一つ一つ広い法分野を指すものであったことから出てきた
意見と考えられる。自由記述の 2つ目の意見「大学院の授業は、欠席も遅刻もなく、まじめ
に授業に取り組んでいれば「優」はもらえる印象でしたが、外部講師の方の授業で「良」で、
他の人もそうだったようなので、成績の基準は合わせてほしい、外部講師の方にも共有して
ほしいと思いました。」については、少し回答者の認識に問題があるように思われる。法学
研究科の成績基準は厳格に運用されており、決して出席要件だけで単位認定されているの
ではない。このような認識を持たれていることは、研究科として重く受け止めておきたいが、
回答者にも認識を改めてほしいと思う。 
 質問項目 15～16、開講された授業の量と質についての質問であるが、おおむね良好な回
答が得られている。今後創発科学研究科に移行して共通科目の増加なども生じるので、この
項目の推移を見守りたい。 
 質問項目 19-1 および 19-2 は、少人数教育に関する質問であるが、これには十分な満足
が得られているようである。 
 質問項目 22～23 の設備・施設に関する質問では、全体として満足度は高いものの、基本
的な雑誌の不足やデータベースの不備などが指摘されている。同様の指摘は数年前にもな
されており、なかなか改善されていない問題である。 
 質問項目 28-1～29 は、研究以外の面で研究科の教育が役立ったかどうかを聞く質問であ
るが、令和元年度、令和 2年度には多くの意見が寄せられていたのに、意見が少なくなって
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いること以外は、全体的な満足感が高まっているようであり、研究科の教育の方向性が正し
い方向であることを示していると思われる。 
 

（２）優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 
概ね DP に沿った教育がなされていること 
概ね指導教員による教育システムがうまく稼働していること 
概ねカリキュラム運用にも問題がないこと 
 

【改善を要する点】 
 副指導教員制度があまり運用されておらず、回答者の認識にも反映されていないこと 
 法学研究科の成績認定基準について、十分な認識が広まっていなかったこと 
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経済学研究科 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 調査実施期間 令和 5年 3月 24 日  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
（１）分析結果  
演習指導教員の指導に対する満足度（研究科独自質問項目の質問 13）については、修了

生 5人全員が「非常に満足している」と回答している。 
教育分野ごとの授業内容に関する評価（研究科独自質問項目の質問 12）については、概

ね肯定的な回答をしているが、授業内容及び水準（SQ1）、自身の積極的な参加（SQ2）につ
いては、若干「どちらとも言えない」の意見がみられる。 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 
まず、修了生が身につける必要のある専門的な能力・態度に関する評価では、全ての項目

について大学院の教育・研究は有用だといえる。このことから、大学院課程のディプロマ・
ポリシーについては修了生から十分な評価が得られているといえる。次に、主指導教員と副
指導教員による学生の指導についても、十分な評価が得られているといえる。そして、授業
外学修には、比較的多くの時間を使うことができている。 
 

【改善を要する点】 
【問 9．大学院において、社会人が学びやすい環境は整っていると思いますか。】について、
修了生 5人の内 4人が「ややそう思う」と回答している。他の質問項目に比べると相対的に
評価が低いので、改善の余地がある。 
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【参考資料】 
 

質問 12：今年度、あなたはどの教育分野の授業科目を受講されましたか。受講した授業科
目に該当する教育分野をすべて【】内に記号でご記入下さい。 

A. 理論経
済学 

B. 経済史 C. 経済政
策 

D. 財政学 E. 社 会 政
策 

F. 金融論 G. 統計学 

0 2 2 0 0 0 2 

H. 経営学 I. 商学 J. 会計学 K. 社会文
化論 

L. 言語科
学 

M. その他（外国書購読） 

2 2 0 2 1 0 

 

 大
い
に
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

SQ1: 上の質問 12 で回答した各教育分野の授業の内
容および水準は適切なものであったと思われます
か。 

10 2 1 0 0 

SQ2: 上の質問 12 で回答した各教育分野の授業に、
あなたご自身は積極的に参加したと思われますか。 

10 2 1 0 0 

SQ3: 上の質問 12 で回答した各教育分野の授業を受
けてみて、研究や実践的活動の手がかりを得ること
ができたと思われますか。 

9 4 0 0 0 

SQ4: 上の質問 12 で回答した各教育分野の授業は、
総合的に満足できるものでしたか。 

11 2 0 0 0 

 非
常
に
満
足
し
て
い
る 

や
や
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

質問 13: 演習指導教員の指導について、あなたはど
のくらい満足されていますか。あなたのお気持ちに
最も近い番号に○を一つお付け下さい。 

5 0 0 0 0 

 履修している 履修していない 

SQ1: 副演習を履修していますか。 5 0 
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医学系研究科 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 調査実施期間 令和 4年 6月 29 日 ～ 令和 5年 3月 24 日 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
（１）分析結果   
修士課程（看護学専攻） 
修了者15名から回答があった。「大学院入学の目的は達成できたか」（質問12）73％がそ

う思う（＝「大いにそう思う」と「ややそう思う」の合計）と回答、「教育・研究において、
就労への配慮は十分であったか」（質問13）は質問対象者の55％がそう思うと回答、「大学
院への進学について意見を求められた時、積極的に勧めたいか」（質問14）26％がそう思う
と回答、「大学院で身につけた考え方、知識が、今後の研究活動、実践に有用か」（質問15）
80％がそう思うと回答した。 
 

修士課程（臨床心理学専攻） 
修了者10名から回答があった。「大学院入学の目的は達成できたか」（質問12）60％がそ

う思う（＝「大いにそう思う」と「ややそう思う」の合計）と回答、「大学院での教育・研
究において、就労への配慮は十分でしたか」（質問13）質問対象者の20％がそう思うと回答、
「大学院への進学について、積極的に勧めたいか」（質問14）20％がそう思うと回答、「大
学院で身につけた考え方、知識が、今後の研究活動、実践に有用か」（質問15）80％がそう
思うと回答した。 
 

博士課程（医学専攻） 
修了者26名から回答があった。「大学院入学の目的は達成できたか」（質問12）76％がそ

う思う（＝「大いにそう思う」と「ややそう思う」の合計）と回答、「教育・研究において、
就労への配慮は十分であったか」（質問13）質問対象者の71％がそう思うと回答、「大学院
への進学について、積極的に勧めたいか」（質問14）50％がそう思うと回答、「大学院研究
で身につけた考え方、知識、手技が今後の診療に有用か」（質問15）69％がそう思うと回答
した。 
 

（２）優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 
 まず、「大学院入学の目的は達成できたか」、「大学院研究で身につけた考え方、知識、手
技が今後の診療に有用か、今後の研究活動、実践に有用か」といったことに対して、いず
れの専攻科においても肯定的な回答が半数以上を占めている。このことから、大学院医学
系研究科のディプロマ・ポリシー、カリキュラムポリシーについては修了生から十分な評
価が得られているといえる。また、博士課程（医学専攻）の「教育・研究において、就労
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への配慮は十分であったか」、「大学院への進学について、積極的に勧めたいか」、修士課程
（看護学専攻）の「教育・研究において、就労への配慮は十分であったか」についても、
十分な評価が得られている。 

 

【改善を要する点】 
 修士課程（看護学専攻）においては、「大学院への進学について意見を求められた時、積
極的に勧めたいですか」という点で十分な評価が得られなかったため、改善が必要である。
しかしながら、令和 2年度から新たに助産学コースを設置し、助産師の養成を開始、また、
令和 5 年度からは新たに公衆衛生看護学コースを設置し保健師養成を開始した。このこと
で地域のニーズに対応し、より高度な地域と技能が求められる専門職業人を養成するため
の機能が強化された。また、看護学専攻に博士後期課程を令和 4年度に設置し、高い倫理観
及び指導力を持つ看護実践者、教育・研究者を養成している。したがって、今後、この点に
関する評価は得られると考えている。 
修士課程（臨床心理学専攻）の「大学院への進学について意見を求められた時、積極的に

勧めたいですか」について、また「大学院での教育研究において就労への配慮は十分でした
か」については、十分な評価が得られなかったため、改善が必要である。ただし、本専攻に
おいては、臨床心理学科の完成年度後初めての卒業生が令和 4年度から入学しており、学部
から大学院への連続性のある 6年教育が始まっていることから、今後、評価が得られると期
待している。  
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工学研究科・博士前期課程 
 

 
  5 2 1   5 2 3   

 
 
（１）分析結果  
 2022 ─ ─ 93 ╩ ⌐⁸ з ⌐≈™≡

13⅛╠ 17 ⁸ и ⌐≈™≡ 18⅛╠ 23 ⁸ й ⌐⅔↑╢
₈ ₉╛₈◦ꜝⱣ☻─ ₉⌂≥ 24⅛╠ 26 ⁸ к ⌐≈™≡
27⅛╠ 31 ⁸ л ∕─ 32⅛╠ 34 ⌐≈™≡ ⇔√⁹ ⌐⁸↓↓≢

│⁸ з ⌐≈™≡ ≤ и ⌐≈™≡ ─ ╩ ∆╢⁹ 
з ⌐≈™≡ ⌐ ╩ ∂≡™╢ 13 ⁸ ─◘ⱳכ♩╛

⅜ ⇔≡™╢ 14⁸15 ⁸TA╩ ⌐ ⅎ≡™╢ 16 ⁸ ≢─
ה ≢ ⌐▬fi♃כⱠ♇♩╩ 17 ⌂≥─ ⅜№∫√⁹ 
и ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢ ה ⁸ ה │ ─
⁸ ≢ ≢⅝≡™╢⅜⁸ ┼─ ┼─ ⅜╛╛≢⅝≡™⌂™

18 ⁸ ≢─ ╛☻◐ꜟ⅜ ─ ⌐ ∟⁸╟╡╟™ ─ ⌐ ↑╢
19 ⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ ╩ 20 ⁸ │ 2 ⅜

50% ⁸ │ 4 ⅜ 58%≤ 21⁸22 ⌂≥─ ⅜№∫√⁹ 
 

（２）優れた点及び改善を要する点 
【優れた点】 

─◘ⱳכ♩ 14 ⌐≈™≡⁸₈╛╛ ⇔≡™√₉╩ ╘ 93%⅜ ─
◘ⱳכ♩⌐ ╩ ∂⁸ ┼─ ⅜℮╕ↄ ╦╣≡™╢≤ ↕╣╢⁹╕√⁸
⌐ 26 ╙ 97%─ ™ ≢ ↑ ╣╠╣≡™╢⁹ ≢─ ─

≠↑ 19 ⌐≈™≡⁸94%⅜ ≢─ ⅜ ─ ⌐ ≈≤ ⅎ⁸96%⅜
─╟™ ⌐ ↄ↓≤⅜≢⅝╢≤ ⅎ⁸ ≢─ ⅜ ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

 
【改善を要する点】 
 ≢─ ה 17 ≢ ─ ⅜ 30%⌐≤≥╕∫≡™╢⁹
≢─ ─ 18 ⌐≈™≡₈ ─ DP ₉│ 50% ≢№
╢⁹ ╩ ↕∑╢√╘─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ ─
28 ⌐≈™≡⁸ ┼─ │ 0≢№∫√⁹ ─
─ ⌐ ↑≡ ╩ ∆ ╩ ╛⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 
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【参考資料】 
13 ₈№⌂√─ │ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹₉ 

 
 

14 ₈№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ ─◘ⱳכ♩│ ≢⇔√⅛⁹₉ 

 
 

15 ₈№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ │ ≢⇔√⅛⁹₉ 

 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

≤≡╙ ⇔≡™√ ╛╛ ⇔≡™√

№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√ ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√

0% 20% 40% 60% 80% 100%

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

≤≡╙ ⇔≡™√ ╛╛ ⇔≡™√

№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√ ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√

0% 20% 40% 60% 80% 100%

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

≤≡╙ ⇔≡™√ ╛╛ ⇔≡™√

№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√ ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√

N = 93 

N =  9 

N = 33 

N = 31 

N = 20 

N = 93 

N =  9 

N = 33 

N = 31 

N = 20 

N = 93 

N =  9 

N = 33 

N = 31 

N = 20 
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16.₈№⌂√│ TA ≢ ⅜ ╩◘ⱳכ♩∆╢↓≤╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡™
╕∆⅛⁹₉ 

 
17 ₈№⌂√─ ≢─ ה ⌐≈™≡⁸№≡│╕╢ ⌐∕╣∙╣

≈ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹₉ 

 

18₈№⌂√│⁸2 ≢ ╪≢ ⌐ ∆ ⅜ ⌐≈™√≤ ™╕∆⅛⁹₉ 

 
  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⌐╟™ ≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟™ ≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟ↄ⌂™ ╟ↄ⌂™

0% 20% 40% 60% 80% 100%

╩ ℮
Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ℮

╛ ╩ ∆╢
▬fi♃כⱠ♇♩≢ ╩ ∆╢

─ ╩ ≡╢
╩ ╗
╩ ╗

╩ ∆╢

⌐⇔√ √╕⌐⇔√ №╕╡⇔⌂⅛∫√ ⇔⌂⅛∫√

0% 20% 40% 60% 80% 100%

─◒כⱶ꞉כ♅

─

─

╙─↔≤─ ╩ ⇔⁸ ∆╢

╩ ≈

─ ™

─ ⌂

ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─

⌐≈™√ ╛╛ ⌐≈™√ №╕╡ ⌐≈⅛⌂⅛∫√ ⌐≈⅛⌂⅛∫√

N = 93 

N = 93 

N = 93 
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19 ₈№⌂√│⁸ ≢─ ⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⅎ≡⅝╕⇔√⅛⁹₉ 

 
21 ₈1 ─ ₉ 

 
22 ₈1 ─ ₉ 

 
 
  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

≢ ╩ ╪∞⅛│ ─Ν

╩ ∆╣┌⁸╟╡╟™ Ν

≢ ⌐≈↑√ ╛☻◐ꜟ⅜Ν

∕℮ ℮ ╛╛∕℮ ℮ №╕╡∕℮ ╦⌂™ ∕℮ ╦⌂™

21.5%

30.1%

15.1%

14.0%

10.8%

6.6%

2.4%
7.1%

16.5%

16.5%

15.3%

42.4%

N = 93 

N = 93 

N = 93 
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26 ₈ ─ ─ │⁸ ≢⅝╕⇔√⅛⁹₉ 

 
28 ₈№⌂√│ ⁸≥─╟℮⌂ ⌐ ╖╕∆⅛⁹₉ 

 

 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

◦☻♥ⱶ

╒≤╪≥─ │ ≢⅝√

™ↄ≈⅛─ │ ≢⅝√

≢⅝√ ╙№∫√⅜⁸ ≢⅝⌂⅛∫√ ─ ⅜ ⅛∫√

⇔⌂⅛∫√ ┌⅛╡∞∫√

⌐ ∆╢ ╛ ≤⇔≡ ∆╢

╛ ╩ ← ⌐ ∆╢

⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢

╕∞╦⅛╠⌂™

95,7%

4.3%
N = 93 

N = 93 

N =  9 

N = 33 

N = 31 

N = 20 
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  5 1 19   5 2 27  

 

 

 

R5 ─ 6 ╩ ⌐⁸ ─з л⌐ ∆

╢▪fi◔כ♩╩ ⇔√⁹ 

ₒз ⁸ ⌐≈™≡ₓ 13⅛╠ 15  

ₒи TA⁸ ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐≈™≡ₓ 16⅛╠ 23  

ₒй ◦ꜝⱣ☻⁸ ⁸ ⌐≈™≡ₓ 24⅛╠ 26  

ₒк ⁸ ╘ ⁸ ⌐≈™≡ₓ 27⅛╠ 31  

ₒл ⁸ ⁸ ─ ⌐≈™≡ₓ 32⅛╠ 35  

↓↓≢│⁸ₒз ₓ≤ₒи ₓ─ ╩ ∆╢⁹ 

ₒз ⁸ ⌐≈™≡ₓ ⌐≤≡╙ ╩ ∂√ │67.0%

13 ≢№╡⁸ ╟╡ ╠⅛ ™ ╩ ⇔≡™╢⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ─◘ⱳכ♩

14 │ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ⁸⅛≈ ─ 15 ⌐≈™≡83.0%─ ⅜

⇔≡™╢⁹ 

ₒи TA⁸ ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐≈™≡ₓ TA ─ ◘ⱳכ♩╩ 83.0%─ ⅜

⌐ ™≤ ∫≡™╢⁹ ╩ ⇔⌂™ ⅜ 40.0%╙™╢⅜⁸ ⌐ ╩ ╗ │

80.0%╙™╢⁹╟∫≡⁸▬fi♃כⱠ♇♩ ╩ ⇔≡ ╩ ╢ ⅜ ⅎ⁸ ─ ╣⅜

≢№╢⁹ ⌐ ∆╢ ה ⁸ ה │ ─ ⁸

⌐ ™⁸ ⌐ ↕╣≡™╢ 18 ⁹╕√⁸ ≢─ ⅜ ─ ⌐ ≈≤

ⅎ 19 ⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ ╩ 20 ⇔⁸ 21

≤ 22 ╩ ↄ ╢ ⅜ ™╢↓≤⅜╦⅛╢⁹ 

 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  

ₒ ╣√ ₓ 

ה ─ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢ 14⁸15 ⁹ 

TAה ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 16 ⁹ 

fiꜛ◦כ♥ⱪ꜠♀fiה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ⌐≈⅝⁸

⇔√≤ ⇔≡™╢ 18-1⁸18-2⁸18-4⁸18-5⁸18-6 ⁹ 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ  

ה ─ ⅜ ™ ╩ ∆╢ ⅜№╢ 17-1 ⁹ 

ה ⅜ ⌐≈™√≤ ℮ ╩ ╛∆√╘─ ⅜ ≢№╢ 18-7 ⁹ 

ה ⅜ ⌐≈™√≤ ℮ ╩ ╛∆√╘─ ⅜ ≢№╢ 18-7 ⁹ 

הfi◦♇ⱪכ♃fi▬ה ⌐ ⅜ ↄ⁸ ה ⅜⌂™ ⌐№╢ 23 ⁹ 
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  5 1 26   5 3 24  

 
 

│⁸ 5 3 ─ 30 55  
 

  
 ≢│⁸╕∏⁸ 1─ ⅔╟┘ ─ ⌐ ─ ה │
⅛╩ ℮ 12 ─ ╩ ∫√⁹ ≢│ ─ ─ ⅛╠⁸₈ ™⌐∕℮ ℮₉≤

₈∕℮ ℮₉─ ╩ ╘√⁹ 4 ╩ 2 ≤ ⇔√≤↓╤⁸ ⌐ ≤
∆╢ ⅜ 10 ⇔√⁹ ⌐⁸ ⌐ ∆╢ 4 ≤ 5 ─ ╩ ≤∆╢
│ 100 ⌐ ⅛∫√⁹ ≢⁸ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ┘ ⁸↓╣≤ ∆

⌐♪Ᵽꜟⱴ▬fiכ꜡◓╢ ∆╢ 9 11 12 ⌐≈™≡│ 5 ─ ⌐ ╕∫√⁹ 
⌐ 2 ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔√⁹ ─ ─ ⅛

╠⁸₈ ⇔≡™√₉≤₈№╢ ⇔≡™√₉─ ╩ ╘√⁹ 1≤ ∂ↄ 2 ≤
⇔√≤↓╤⁸ ≤⇔≡ ≤ ∆╢ ⅜ 5 ⇔√⁹ ⌐ ─

⅜ ↄ⁸4─ ⁸5─ ☿Ⱶ♫כ ⁸6─ ┘ ≢ 100 ⌐ ™
≤⌂∫√⁹ ≢⁸ ╩ ┬ 1 ─ ⁸2 ─ ⁸3 ─☿Ⱶ♫כ ⁸

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⁸ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ │ ┘ ╪∞⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 
╕∏⁸ ⌐ ⅜ ╠╣√⁹ ─ ┘ ─ ≤™ⅎ╢₈ ₉

─√╘─ ⅜ 97 ⁸ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ⅜ 100 ≤◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ
⅜ ≤™℮ ∞∫√⁹╕√⁸ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ∆╢ 9 10 12 ─ ╩
⅝⁸80 90 ─ ⅜ ≤ ╘≡™╢⁹ ─ ⌐≈™≡╙ ⌐ ⅜
80 ≤ ↄ⁸4─ ⁸5─ ☿Ⱶ♫כ ⁸6─ ┘ ≢ 100 ⌐
™ ≤⌂∫√↓≤⅛╠⁸ ╩ ≤⇔√ │ ⇔≡™╢≤ ⌂ ⅜
╠╣√⁹ ╟╡⁸ ♦▫ⱪ꜡ⱴⱳꜞ◦כ ┘◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱳꜞ◦₈─כ
ה ₉⁸₈ ה ₉⌐≈™≡│ ⅛╠ ⌂ ⅜ ╠╣√⁹ 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
 ⅔╟┘ ─ ⌐ ∆╢ ה ≢│ ⌐╟╢ fi⁸ꜛ◦כ◔♬ꜙⱵ◖ה
─♪Ᵽꜟⱴ▬fiכ꜡◓ ⌂≥╩ ≤ ╘╢ │ 40 50 ≤ ┘ ╪∞⁹ⱬכ◦♇◒

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ♀Ⱶ⌂≥⅜ ╘╠╣√
⅜⁸ ≢─ ╛ ─ ╩↕╠⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ ≢│⁸
∞↑≢⌂ↄ⁸ ™ ─ ─ ╛∕╣╠─ ┼─ ╩ ∆╢ ⅜

№╢⁹  
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ⱴⱠ☺ⱷfi♩  
 

 
  5 3 14   5 3 24   

 
 

  
 ─ │ ⌡ ™≤ ⅎ╢⁹ ─ 9 ⅜ ⇔≡™╢ ⁸

┼─ │ ∆╢≤ 94.5%≢№╡⁸ √╡ │ 14.1
≢№╢⁹ ─ ≢│₈ ₉₈ ₉┼─ │ ⌡ ™⅜⁸ ⌂ ₈

⇔≡™╢₉╕√│₈№╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ─ │ ─ ⅜ ╟
╡╙ 19% ™⁹ ⌐≈™≡│⁸ ⌂ ₈ ₉╕√│₈№╢ ₉≤
∆╢ ─ ⅜ 9 ╩ ╘≡™╢⁹₈ ─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─

│ ≢⇔√⅛₉⌐≈™≡│ ⌂ ₈ ™⌐∕℮ ℮₉╕√│₈╛╛∕℮ ℮₉
≤∆╢ ⅜ 100%╩ ╘╢⁹ 
 ┼─ ⌐≈™≡│⁸₈ │ ⌐ ≢ ₉≤₈ │ ⌐ ≢ ⇔√
⅜⁸≤ ⌐ ∂≡○fiꜝ▬fi≢ ∆╢↓≤╙∫√₉─™∏╣╙ ⅜ 47.6%≤⌂∫≡
⅔╡⁸ ─ ╩ ≤⇔≈≈╙⁸ ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⅎ
≡⁸₈○fiꜝ▬fi─ ⌐⅔⅔⅛√ ⇔≡™╢⅛₉╩ ℮ ⌐ ∆╢ ₈∕
℮ ℮₉╕√│₈≥∟╠⅛≤ ℮≤∕℮ ℮₉≤∆╢ ─ ⅜ 90.5%≤⌂∫≡⅔╡⁸
○fiꜝ▬fi ⅜ ⌐ ™╠╣≡™╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 

│⁸ ≢№╢ 2 ⱪ꜡☺▼◒♩ ╩ ╩
≢ ≢ ⇔≡™╢⅜⁸ ─ ⌐≈™≡ ⌂ ₈ ⇔≡™

╢₉╕√│₈№╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ─ ⅜ 85.7%≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸
⌐⅔↑╢ ╛ ┼─ ⅜ ╕∫√≤∆╢ │ 100%⁸ ⌂Ⱡ♇♩꞉כ◒─

⅜≢⅝√≤∆╢ │ 71.4%≤⌂∫≡™╢⁹ ⅎ≡⁸ ⌂ ⌐ ∆╢ ⌂
₈ ⇔≡™╢₉╕√│₈№╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ─ │ 95.2%≢№╢⁹ 
 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
 ₈ ─ ≢ ≤∆╢ ₉≤₈ ≢ ⌐≈↑√ ₉│ ⌡ ⅜ ╠╣

⅜ ⌐☼כ♬─ ╦∑√ ╩ ≢⅝≡™╢↓≤╩ ∆╢ ⁸₈ ⌐ ⅝
⅛↑ ⅝ ╗ ₉⌐≈™≡│ ≤ ≤↕╣╢ ─ ↕⌐ ⇔⁸ ≢ ⌐≈↑√
≤∆╢ ─ ⅜ ™⁹↓─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐
≈™≡ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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ₒ ₓ 
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₆ ₇ 
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 ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩ ─  

 
 
1. ─    ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ⌐ ∆╢  

╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 
2.    5 6 30 6 3 29  
3.         5  299   248   83% 
ה .4   ▪fi◔כ♩ ─ │⁸ IR ≢ ⇔√⁹ 

▪fi◔כ♩ ⌐≈™≡⁸▪fi◔כ♩ ┘ ─ ╡╕≤ 
╘│ ⅜ ⇔⁸▪fi◔כ♩─ ה ⌂≥│ ≢

⇔√⁹ 
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▪fi◔כ♩ 
│∂╘⌐⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ⅛⌂ ה ╩ ⇔⁸ ≥╢∆♪כꜞ╩
≤╙⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛⌂ ≤ ™

─ ⌐⁸ ™ ≤ ⌂ ⌐ ⅎ╠╣√ ה ╩ ⅎ⁸ ⌂ ≢ ♄כꜞ≡™⅔⌐
╩ⱪ♇◦כ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕─√╘ ⌐⅔™≡│⁸ ─ 4 ≈─ ⁸∆⌂╦∟⁸
ᵑ ה ⁸ᵒ ה ⁸ᵓ ה ⁸ᵔ◓꜡כⱣꜟⱴ▬fi♪⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤⇔≡ ╘
╠╣╢ ⌂ ה ╩ ⌐≈↑√ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
⌂⅔⁸↓─ │⁸ ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩

≤⇔≡ ∆╢╙─≢∆⁹⌂⅔⁸ ─ │ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ∆╢↓≤│ №╡╕∑╪⁹╟╤⇔ↄ↔
™√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™™√⇔╕∆⁹  
                       
 

         
 

│⁸ ─ ≢∆⁹№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√│ ≢∆⅛⁹ 
1 │™  2.™™ⅎ  3 ╦⅛╠⌂™ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔↑╢ ⌂ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕
⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ה ∆╢ │⁸≥─
⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 

1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢
│⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  

  
─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ╛ │⁸≥─

⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ─ ⌐ ╠⇔≡⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ∫≡™╕⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™⌂™ ⁸↓─
⌐│ ⇔⌂™≢ ↕™⁹ 

1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ ╙⅔ ⅎ
ↄ∞↕™⁹  
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
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№⌂√│ ⁸ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐⁸ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐⁸
≢ ≥─ↄ╠™─ ╩ ╛⇔╕⇔√⅛⁹ ꜠ⱳכ♩ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ⁸ ─

√╘─ ⌐ ∆╢ ה ╙ ╖╕∆⁹  
1.  31    2.  26 30     3  21 25     4  16 20  
5  11 15     6  6 10     7  1 5       8  0  
 

 ⁸№╢™│№⌂√─ ⌐⅔™≡ ⅛∫√≤ ℮ ⁸╙∫≤ ⇔√╡ ⇔√
╡⇔√ ⅜ ™≤ ℮ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
│⁸ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⇔↕╦╡─№╢ ╛ ≢⅝⌂™ │⁸↔ ™√∞⅛⌂ↄ≡ ≢∆⁹ 
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│ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ ≤ √ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ╘≡⅔ ⅎↄ∞↕
™⁹ 
 

№⌂√─ ⌐≈™≡⁸№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
ה            

             
 

╩ ⇔√ │⁸ ─⌂⅛─№≡│╕╢ ⌐₃╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
◄◒☻Ɑꜞ◄fi☻♦◙▬fi ♩כ▪ 22G201 ה  22G251  

ה 22G301           ◦☻♥ⱶה☿◐ꜙꜞ♥▫ 22G351  
ה Ⱡ♇♩꞉כ◒ 22G401     ◦☻♥ⱶ 22G451  

22G501  
 
з ⌐≈™≡  

№⌂√─ │ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 
≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ ─◘ⱳכ♩│ ≢⇔√⅛⁹ 

≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ │ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 

≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√│⁸TA ≢ ⅜ ╩◘ⱳכ♩∆╢↓≤╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡™╕∆⅛⁹ 

⌐╟™           ≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟™ 
≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟ↄ⌂™    ╟ↄ⌂™ 

 
№⌂√─ ≢─ ה ⌐≈™≡⁸№≡│╕╢ ⌐∕╣∙╣ ≈ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 

 
  

⌐⇔√ 
√ ╕ ⌐
⇔√ 

№ ╕ ╡
⇔ ⌂ ⅛
∫√ 

⇔ ⌂ ⅛
∫√ 

╩ ∆╢ 1 2 3 4 

╩ ╗ 1 2 3 4 

╩ ╗ 1 2 3 4 

─ ╩ ≡╢ 1 2 3 4 

▬fi♃כⱠ♇♩≢ ╩ ∆╢ 1 2 3 4 

╛ ╩ ∆╢ 1 2 3 4 

Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ℮ 1 2 3 4 

╩ ⌂℮ 1 2 3 4 
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и ⌐≈™≡  
№⌂√│⁸ ≢ ╪≢⁸ ⌐ ∆ ⅜ ⌐≈™√≤ ™╕∆⅛⁹ №≡│╕╢

⌐∕╣∙╣ ≈ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

  

 

⌐
≈
™
√ 

╛
╛ ⌐

≈
™
√ 

№
╕
╡

⌐ 

≈
⅛
⌂
⅛

√ 

⌐ 

≈
⅛
⌂
⅛

√ 

ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─  1 2 3 4 

─ ⌂  1 2 3 4 

─ ™  1 2 3 4 

╩ ≈  1 2 3 4 

╙─↔≤─ ╩ ⇔⁸ ∆╢  1 2 3 4 

─  1 2 3 4 

─  1 2 3 4 

─◒כⱶ꞉כ♅  1 2 3 4 

─  1 2 3 4 
 

№⌂√│⁸ ≢─ ⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⅎ≡⅝╕⇔√⅛⁹ ─ ≢⁸№⌂√─ ⅎ⌐
╙ ™╙─╩∕╣∙╣ ≈ ┘⁸ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 

 
  ∕℮ ℮ ╛╛∕℮

℮ 
№╕╡∕℮
╦⌂™ 

∕℮ ╦
⌂™ 

≢ ⌐≈↑√ ╛☻
◐ꜟ⅜ ─ ⌐ ⌐ ≈ 1 2 3 4 

╩ ∆╣┌⁸╟╡╟
™ ─ ⌐≈ↄ↓≤⅜≢⅝╢ 1 2 3 4 

≢ ╩ ╪∞⅛│
─ ⌐ ⅜⌂™ 1 2 3 4 

 
№⌂√│⁸ ⌐№√╡⁸ ╛ ⌂≥╙ ⅎ√℮ⅎ≢⁸ ⌐ ⇔╕⇔√⅛⁹ 
⌐ ⌐ ⇔√     ⇔│ ⌐ ⇔√ 

№╕╡ ⌐ ⇔⌂⅛∫√  ↄ ⇔⌂⅛∫√ 
 

⌐ ⇔≡≥─ↄ╠™ ה ה ♩כⱳ꜠ה ⇔╕⇔√⅛⁹ 
            

       
       

 
⌐ ⇔≡≥─ↄ╠™ ה ♩כⱳ꜠הfiꜛ◦♇◌☻▫♦ה ⁸ ⁸

 ⇔╕⇔√⅛⁹ 
            

       
       

 
№⌂√│⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪה ╩ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

│™    ™™ⅎ 
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й ⌐⅔↑╢₈ ₉╛₈◦ꜝⱣ☻─ ₉⌂≥  
№⌂√│⁸ ╩ ∆╢ ⌐⁸◦ꜝⱣ☻╩≥─ ⌐⇔╕⇔√⅛⁹ 
⌐ ⌐⇔√        №╢ ⌐⇔√ 

№╕╡ ⌐⇔⌂⅛∫√     ↄ ⌐⇔⌂⅛∫√ 
 

│ ─ ♃כ♦√⇔⌐ ╛꜠ⱳ⁸♩כ♥☻♩ ⌂≥ ╩ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒
ה ⌂≥ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 

╒≤╪≥─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
™ↄ≈⅛─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
⇔√ ╙№∫√⅜⁸⇔⌂⅛∫√ ─ ⅜ ⅛∫√ 
⇔⌂⅛∫√ ┌⅛╡∞∫√ 

 
─ ─ │⁸ ≢⅝╕⇔√⅛⁹ 

╒≤╪≥─ ≢ ≢⅝√ 
™ↄ≈⅛─ ≢ ≢⅝√ 

≢⅝√ ╙№∫√⅜⁸ ≢⅝⌂⅛∫√ ─ ⅜ ⅛∫√ 
≢⅝⌂™ ┌⅛╡∞∫√ 

 
к ⌐≈™≡  

№⌂√─ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ │№╡╕⇔√⅛⁹ 
│™    ™™ⅎ 

 
№⌂√│ ⁸≥─╟℮⌂ ⌐ ╖╕∆⅛⁹ 

⌐ ∆╢       ╛ ≤⇔≡ ∆╢ 
╛ ╩ ←       ⌐ ∆╢ 
⌐ ∆╢     ⌐ ∆╢ 

╕∞╦⅛╠⌂™ 
∕─ ⌐                           

 
№⌂√⅜ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╘√─│™≈≢∆⅛⁹ 

         
         ∕─  

 
№⌂√⅜ ╛ ╩ ┬ ⌐⁸ ─↓≤│≥╣ↄ╠™ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

 
  ≢№

∫√ 
╛╛
≢№∫√ 

№╕╡
≢⌂⅛

∫√ 

≢⌂
⅛∫√ 

≢ ╪∞↓≤⅜ ⅛∑╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ╛ ⌐ ∫≡™╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ╣⅜⌂™↓≤ 1 2 3 4 

™ ⅜ ╠╣╢↓≤ 1 2 3 4 

⌐ ∆╢↓≤ 1 2 3 4 

─  1 2 3 4 
─ ה ⅎ⅛√ ╛

 
1 2 3 4 

⅜ ⇔≡™╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ⅜ ≢⅝╢↓≤ 1 2 3 4 
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10 ╛ ─ ה  1 2 3 4 
 

№⌂√│⁸≥─╟℮⌐ ╩ ⇔√╡⁸ ⌐ ↑≡─ ╩⇔√╡⇔╕⇔√⅛⁹
 

≢ ╩ ═√ 
▬fi♃כⱠ♇♩╛ ⌂≥≢ ╛ ⌂≥╩ ═√ 

⌂≥⌐ ⇔√ 
⌐≈™≡⁸ ⌐ ╩ ™√╡⁸ ≤ ╩⇔√ 

─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔√ 
─ ⌐≈™≡◐ꜗꜞ▪ ☿fi♃כ⅔╟┘ ─ ⌐ ⇔√ 
─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔√ 

╛ ⌐ ∟∕℮⌂ ╩ ⇔√ ⇔√  
─√╘⌐ ⌂≥⌐ ∫√ 

10 ∕─ ⌐                           
 
л ∕─  

№⌂√│ ⌐ ─ ⌐⅔™≡⁸ ╠⅛─ ╛ ─ ╩ꜟⱩꜝ♩ה ⇔√
↓≤⅜№╡╕∆⅛ ⁹ 

ⱴꜟ♅ ⁸ ⌐╟╢  
▪ꜟⱣ▬♩ ≢─ ™╛ ─  
☿◒Ɫꜝ⁸☻♩כ◌כ ─  
▪◌Ɫꜝ⁸Ɽ꞉Ɫꜝ⌂≥─ ⅜╠∑  

≢─  
↑╪⅛ ─  
─ꜟכ◖ꜟ▪ ⌐╟╢ ꜟכ◖ꜟ▪  
∕─ ⌐                           

⌐№∫√↓≤⅜⌂™ 
 

≢─ ה ⁸ ⌂≥⌐ ⇔≡⁸ ≤⇔≡₈ ⅛∫√₉⁸₈ ⇔⅛∫√₉≤ ∂╢⌂
≥⁸ ⇔≡™╕∆⅛⁹ 

⇔≡™╢          ╛╛ ⇔≡™╢ 
╛╛              

 
№⌂√─ │⁸№⌂√─ ≢─ ⌐ ⇔≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ 
⇔≡™╢≤ ℮       ╛╛ ⇔≡™╢≤ ℮ 

╛╛ ∞≤ ℮        ∞≤ ℮ 
 

. ─ ╛ ╩ ⇔≡⁸ ─ ┼─ ╛ ⅜ ⇔√≤ ™╕∆⅛⁹ 
™⌐∕℮ ℮         ╛╛∕℮ ℮ 

№╕╡∕℮ ╦⌂™       ↄ∕℮ ╦⌂™ 
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▪fi◔כ♩ 
│∂╘⌐⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ⅛⌂ ה ╩ ⇔⁸ ≥≥╢∆♪כꜞ╩
╙⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛⌂ ≤ ™
─ ⌐⁸ ™ ≤ ⌂ ⌐ ⅎ╠╣√ ה ╩ ⅎ⁸ ⌂ ≢ ♇◦כ♄כꜞ≡™⅔⌐

ⱪ╩ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕─√╘ ⌐⅔™≡│⁸ ─ 4 ≈─ ⁸∆⌂╦∟⁸ᵑ
ה ⁸ᵒ ה ⁸ᵓ ה ⁸ᵔ◓꜡כⱣꜟⱴ▬fi♪⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤⇔≡ ╘╠╣╢
⌂ ה ╩ ⌐≈↑√ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
⌂⅔⁸↓─ │⁸ ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤

⇔≡ ∆╢╙─≢∆⁹⌂⅔⁸ ─ │ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ∆╢↓≤│ №╡╕∑╪⁹╟╤⇔ↄ↔ ™
√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 
 
                       
 

         
 

│⁸ ─ ≢∆⁹№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√│ ≢∆⅛⁹ 
1 │™  2.™™ⅎ  3 ╦⅛╠⌂™ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔↑╢ ⌂ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔
√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ה ∆╢ │⁸≥─
⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ │⁸
≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  

  
─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ╛ │⁸≥─

⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ה ╩ ∂≡⁸ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  
 

─ ─ ⌐ ╠⇔≡⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ∫≡™╕⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™⌂™ ⁸↓─
⌐│ ⇔⌂™≢ ↕™⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ ╙⅔ ⅎↄ∞
↕™⁹  
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
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№⌂√│ ⁸ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐⁸ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐⁸
≢ ≥─ↄ╠™─ ╩ ╛⇔╕⇔√⅛⁹ ꜠ⱳכ♩ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ⁸ ─√╘
─ ⌐ ∆╢ ה ╙ ╖╕∆⁹  
1.  31    2.  26 30     3  21 25     4  16 20  
5  11 15     6  6 10     7  1 5       8  0  
 

 ⁸№╢™│№⌂√─ ⌐⅔™≡ ⅛∫√≤ ℮ ⁸╙∫≤ ⇔√╡ ⇔√╡⇔
√ ⅜ ™≤ ℮ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 
↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
│⁸ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⇔↕╦╡─№╢ ╛ ≢⅝⌂™ │⁸↔ ™√∞⅛⌂ↄ≡ ≢∆⁹ 
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│ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ ≤ √ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ╘≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√⅜ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡⁸№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
◦☻♥ⱶ     ◦☻♥ⱶ  

◦☻♥ⱶ      
 
з ⌐≈™≡  

№⌂√─ │ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 
≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ ─◘ⱳכ♩│ ≢⇔√⅛⁹ 

≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ │ ≢⇔√⅛⁹ 

≤≡╙ ⇔≡™√       ╛╛ ⇔≡™√ 
№╕╡ ⇔≡™⌂⅛∫√    ↄ ⇔≡™⌂⅛∫√ 

 
№⌂√│⁸TA ≢ ⅜ ╩◘ⱳכ♩∆╢↓≤╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡™╕∆⅛⁹ 

⌐╟™           ≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟™ 
≥∟╠⅛≤ ⅎ┌╟ↄ⌂™    ╟ↄ⌂™ 

 
№⌂√─ ≢─ ה ⌐≈™≡⁸№≡│╕╢ ⌐∕╣∙╣ ≈ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 

 
  

⌐⇔√ 
√ ╕ ⌐
⇔√ 

№ ╕ ╡
⇔ ⌂ ⅛
∫√ 

⇔ ⌂ ⅛
∫√ 

╩ ∆╢ 1 2 3 4 

╩ ╗ 1 2 3 4 

╩ ╗ 1 2 3 4 

─ ╩ ≡╢ 1 2 3 4 

▬fi♃כⱠ♇♩≢ ╩ ∆╢ 1 2 3 4 

╛ ╩ ∆╢ 1 2 3 4 

Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ℮ 1 2 3 4 

╩ ⌂℮ 1 2 3 4 
 
и ⌐≈™≡  

№⌂√│⁸ ≢ ╪≢⁸ ⌐ ∆ ⅜ ⌐≈™√≤ ™╕∆⅛⁹ №≡│╕╢
⌐∕╣∙╣ ≈ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 

 
  

 

⌐
≈
™
√ 

╛
╛ ⌐

≈
™
√ 

№
╕
╡

⌐ 

≈
⅛
⌂
⅛

√ 

⌐ 

≈
⅛
⌂
⅛

√ 

ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─  1 2 3 4 

─ ⌂  1 2 3 4 

─ ™  1 2 3 4 

�9�1



 

 

╩ ≈  1 2 3 4 

╙─↔≤─ ╩ ⇔⁸ ∆╢  1 2 3 4 

─  1 2 3 4 

─  1 2 3 4 

─◒כⱶ꞉כ♅  1 2 3 4 
 

№⌂√│⁸ ≢─ ⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⅎ≡⅝╕⇔√⅛⁹ ─ ≢⁸№⌂√─ ⅎ⌐
╙ ™╙─╩∕╣∙╣ ≈ ┘⁸ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

  ∕℮ ℮ ╛╛∕℮
℮ 

№╕╡∕℮
╦⌂™ 

∕℮ ╦
⌂™ 

≢ ⌐≈↑√ ╛☻
◐ꜟ⅜ ─ ⌐ ⌐ ≈ 1 2 3 4 

╩ ∆╣┌⁸╟╡╟
™ ─ ⌐≈ↄ↓≤⅜≢⅝╢ 1 2 3 4 

≢ ╩ ╪∞⅛│
─ ⌐ ⅜⌂™ 1 2 3 4 

 
№⌂√│⁸ ⌐№√╡⁸ ╛ ⌂≥╙ ⅎ√℮ⅎ≢⁸ ⌐ ⇔╕⇔√⅛⁹ 
⌐╕∂╘⌐ ⇔√     ⇔│╕∂╘⌐ ⇔√ 

№╕╡╕∂╘⌐ ⇔⌂⅛∫√  ↄ ⇔⌂⅛∫√ 
 

⌐ ⇔≡≥─ↄ╠™ ה ה ♩כⱳ꜠ה ⇔╕⇔√⅛⁹ 
            

       
       

 
⌐ ⇔≡≥─ↄ╠™ ה ♩כⱳ꜠הfiꜛ◦♇◌☻▫♦ה ⇔╕⇔√⅛⁹ 

            
       
       

 
№⌂√│⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪה ╩ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

│™    ™™ⅎ 
 

й ⌐⅔↑╢₈ ₉╛₈◦ꜝⱣ☻─ ₉⌂≥  
№⌂√│⁸ ╩ ∆╢ ⌐⁸◦ꜝⱣ☻╩≥─ ⌐⇔╕⇔√⅛⁹ 
⌐ ⌐⇔√        ╕№╕№ ⌐⇔√ 

№╕╡ ⌐⇔⌂⅛∫√     ↄ ⌐⇔⌂⅛∫√ 
 

│ ─ ♃כ♦√⇔⌐ ╛꜠ⱳ⁸♩כ♥☻♩ ⌂≥ ╩ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒ ה
⌂≥ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 

╒≤╪≥─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
™ↄ≈⅛─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
⇔√ ╙№∫√⅜⁸⇔⌂⅛∫√ ─ ⅜ ⅛∫√ 
⇔⌂⅛∫√ ┌⅛╡∞∫√ 

 
─ ─ │⁸ ≢⅝╕⇔√⅛⁹ 

╒≤╪≥─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
™ↄ≈⅛─ ≢│⇔∫⅛╡⇔≡™√ 
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⇔√ ╙№∫√⅜⁸⇔⌂⅛∫√ ─ ⅜ ⅛∫√ 
⇔⌂⅛∫√ ┌⅛╡∞∫√ 

 
к ⌐≈™≡  

№⌂√─ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ │№╡╕⇔√⅛⁹ 
│™    ™™ⅎ 

 
№⌂√│ ⁸≥─╟℮⌂ ⌐ ╖╕∆⅛⁹ 

⌐ ∆╢       ╛ ≤⇔≡ ∆╢ 
╛ ╩ ←       ⌐ ∆╢ 
⌐ ∆╢     ⌐ ∆╢ 

╕∞╦⅛╠⌂™ 
∕─ ⌐                           

 
№⌂√⅜ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╘√─│™≈≢∆⅛⁹ 

       
          
     ∕─ ⌐             

 
№⌂√⅜ ╛ ╩ ┬ ⌐⁸ ─↓≤│≥╣ↄ╠™ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

 
  ≢№

∫√ 
╛╛
≢№∫√ 

№╕╡
≢⌂⅛

∫√ 

≢⌂
⅛∫√ 

≢ ╪∞↓≤⅜ ⅛∑╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ╛ ⌐ ∫≡™╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ╣⅜⌂™↓≤ 1 2 3 4 

™ ⅜ ╠╣╢↓≤ 1 2 3 4 

⌐ ∆╢↓≤ 1 2 3 4 

─  1 2 3 4 
─ ה ⅎ⅛√ ╛

 
1 2 3 4 

⅜ ⇔≡™╢↓≤ 1 2 3 4 

─ ⅜ ≢⅝╢↓≤ 1 2 3 4 

10 ╛ ─ ה  1 2 3 4 
 

№⌂√│⁸≥─╟℮⌐ ╩ ⇔√╡⁸ ⌐ ↑≡─ ╩⇔√╡⇔╕⇔√⅛⁹
 

≢ ╩ ═√ 
▬fi♃כⱠ♇♩╛ ⌂≥≢ ╛ ⌂≥╩ ═√ 

⌂≥⌐ ⇔√ 
⌐≈™≡⁸ ⌐ ╩ ™√╡⁸ ≤ ╩⇔√ 

─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔√ 
─ ⌐≈™≡◐ꜗꜞ▪ ☿fi♃כ⅔╟┘ ─ ⌐ ⇔√ 
─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔√ 

╛ ⌐ ∟∕℮⌂ ╩ ⇔√ ⇔√  
─√╘⌐ ⌂≥⌐ ∫√ 

10 ∕─ ⌐                           
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л ∕─  
№⌂√│ ⌐ ─ ⌐⅔™≡⁸ ╠⅛─ ╛ ─ ╩ꜟⱩꜝ♩ה ⇔√↓

≤⅜№╡╕∆⅛ ⁹ 
ⱴꜟ♅ ⁸ ⌐╟╢  
▪ꜟⱣ▬♩ ≢─ ™╛ ─  
☿◒Ɫꜝ⁸☻♩כ◌כ ─  
▪◌Ɫꜝ⁸Ɽ꞉Ɫꜝ⌂≥─ ⅜╠∑  

≢─  
↑╪⅛ ─  
─ꜟכ◖ꜟ▪ ⌐╟╢ ꜟכ◖ꜟ▪  
∕─ ⌐                           

⌐№∫√↓≤⅜⌂™ 
 

≢─ ה ⁸ ⌂≥⌐ ⇔≡⁸ ≤⇔≡₈ ⅛∫√₉⁸₈ ⇔⅛∫√₉≤ ∂╢⌂≥⁸
⇔≡™╕∆⅛⁹ 

⇔≡™╢          ╛╛ ⇔≡™╢ 
╛╛              

 
№⌂√─ │⁸№⌂√─ ≢─ ⌐ ⇔≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ 
⇔≡™╢≤ ℮       ╛╛ ⇔≡™╢≤ ℮ 

╛╛ ∞≤ ℮        ∞≤ ℮ 
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▪fi◔כ♩ 
│∂╘⌐⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ⅛⌂ ה ╩ ⇔⁸ ≥≥╢∆♪כꜞ╩
╙⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛⌂ ≤ ™
─ ⌐⁸ ™ ≤ ⌂ ⌐ ⅎ╠╣√ ה ╩ ⅎ⁸ ⌂ ≢ ♇◦כ♄כꜞ≡™⅔⌐

ⱪ╩ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕─√╘ ⌐⅔™≡│⁸ ─ 4 ≈─ ⁸∆⌂╦∟⁸ᵑ
ה ⁸ᵒ ה ⁸ᵓ ה ⁸ᵔ◓꜡כⱣꜟⱴ▬fi♪⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤⇔≡ ╘╠╣╢
⌂ ה ╩ ⌐≈↑√ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
⌂⅔⁸↓─ │⁸ ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤

⇔≡ ∆╢╙─≢∆⁹⌂⅔⁸ ─ │ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ∆╢↓≤│ №╡╕∑╪⁹╟╤⇔ↄ↔ ™
√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 
 
                       
 

         
 

│⁸ ─ ≢∆⁹№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√│ ≢∆⅛⁹ 
1 │™  2.™™ⅎ  3 ╦⅛╠⌂™ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔↑╢ ⌂ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔
√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ה ∆╢ │⁸≥─
⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ │⁸
≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 

  
─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ╛ │⁸≥─

⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ─ ⌐ ╠⇔≡⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ∫≡™╕⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™⌂™ ⁸↓─
⌐│ ⇔⌂™≢ ↕™⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ ╙⅔ ⅎↄ
∞↕™⁹  
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
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№⌂√│ ⁸ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐⁸ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐⁸
≢ ≥─ↄ╠™─ ╩ ╛⇔╕⇔√⅛⁹ ꜠ⱳכ♩ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ⁸ ─√╘
─ ⌐ ∆╢ ה ╙ ╖╕∆⁹  
1.  31    2.  26 30     3  21 25     4  16 20  
5  11 15     6  6 10     7  1 5       8  0  
 

 ⁸№╢™│№⌂√─ ⌐⅔™≡ ⅛∫√≤ ℮ ⁸╙∫≤ ⇔√╡ ⇔√╡
⇔√ ⅜ ™≤ ℮ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
│⁸ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⇔↕╦╡─№╢ ╛ ≢⅝⌂™ │⁸↔ ™√∞⅛⌂ↄ≡ ≢∆⁹ 
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≤⇔≡⁸ ─ │ ≢⅝╕⇔√⅛⁹ 
5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

≢─ ה ⌐⅔™≡⁸ ┼─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
⁸ ∞∫√ ─╖ ↄ∞↕™⁹  

5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

┼─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╠╣√ ⁸ ⌐ ╘√™≢∆⅛⁹ 
5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

 
≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⁸ ⅜ ─ ≢ ≢∆⅛⁹ 

⌐ ╦∫≡™╢ ╕√│⁸ ╩ ℮ ─ ─╖ ↄ∞↕™⁹  
5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 

 
 

≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⅜⁸ ─ ⁸ ⌐ ≢∆⅛⁹ 
5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 

 
 

≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⅜⁸ ─ ⁸ ⌐ ≢∆⅛⁹ 
5. ™⌐∕℮ ℮   4. ╛╛∕℮ ℮     3. ≥∟╠≤╙™ⅎ⌂™ 
2. №╕╡∕℮ ╦⌂™ 1. ↄ∕℮ ╦⌂™ 
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─  
≢─ ה ─ ╩ ≥─╟℮⌐ ⅛∕℮≤ ⅎ≡™╕∆⅛⁹ 

 
 
 
 

≢─ ה ⌐⅔™≡⁸ ∆═⅝ ⁸ ⅛∫√ ╩ ↄ∞↕™⁹ 
[ ∆═⅝ ] 
 
 
 
 
[ ⅛∫√ ] 
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▪fi◔כ♩ 
│∂╘⌐⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ⅛⌂ ה ╩ ⇔⁸ ≥╢∆♪כꜞ╩
≤╙⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛⌂ ≤ ™

─ ⌐⁸ ™ ≤ ⌂ ⌐ ⅎ╠╣√ ה ╩ ⅎ⁸ ⌂ ≢ ♄כꜞ≡™⅔⌐
╩ⱪ♇◦כ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕─√╘ ⌐⅔™≡│⁸ ─ 4 ≈─ ⁸∆⌂╦∟⁸
ᵑ ה ⁸ᵒ ה ⁸ᵓ ה ⁸ᵔ◓꜡כⱣꜟⱴ▬fi♪⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤⇔≡ ╘
╠╣╢ ⌂ ה ╩ ⌐≈↑√ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
⌂⅔⁸↓─ │⁸ ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩

≤⇔≡ ∆╢╙─≢∆⁹⌂⅔⁸ ─ │ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ∆╢↓≤│ №╡╕∑╪⁹╟╤⇔ↄ↔
™√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 
 
                       
 

         
 

│⁸ ─ ≢∆⁹№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√│ ≢∆⅛⁹ 
1 │™  2.™™ⅎ  3 ╦⅛╠⌂™ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔↑╢ ⌂ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕
⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ה ∆╢ │⁸≥─
⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 

1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢
│⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  

  
─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ╛ │⁸≥─

⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ─ ⌐ ╠⇔≡⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ∫≡™╕⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™⌂™ ⁸↓─
⌐│ ⇔⌂™≢ ↕™⁹ 

1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ ╙⅔ ⅎↄ
∞↕™⁹  
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
  

�9�9



 

 

№⌂√│ ⁸ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐⁸ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐⁸
≢ ≥─ↄ╠™─ ╩ ╛⇔╕⇔√⅛⁹ ꜠ⱳכ♩ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ⁸ ─√

╘─ ⌐ ∆╢ ה ╙ ╖╕∆⁹  
1.  31    2.  26 30     3  21 25     4  16 20  
5  11 15     6  6 10     7  1 5       8  0  
 

 ⁸№╢™│№⌂√─ ⌐⅔™≡ ⅛∫√≤ ℮ ⁸╙∫≤ ⇔√╡ ⇔√╡
⇔√ ⅜ ™≤ ℮ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
│⁸ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⇔↕╦╡─№╢ ╛ ≢⅝⌂™ │⁸↔ ™√∞⅛⌂ↄ≡ ≢∆⁹ 
  

�1�0�0





 

 

▪fi◔כ♩ 
│∂╘⌐⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ⅛⌂ ה ╩ ⇔⁸ ≥≥╢∆♪כꜞ╩
╙⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛⌂ ≤ ™
─ ⌐⁸ ™ ≤ ⌂ ⌐ ⅎ╠╣√ ה ╩ ⅎ⁸ ⌂ ≢ ♇◦כ♄כꜞ≡™⅔⌐

ⱪ╩ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕─√╘ ⌐⅔™≡│⁸ ─ 4 ≈─ ⁸∆⌂╦∟⁸ᵑ
ה ⁸ᵒ ה ⁸ᵓ ה ⁸ᵔ◓꜡כⱣꜟⱴ▬fi♪⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤⇔≡ ╘╠╣╢
⌂ ה ╩ ⌐≈↑√ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
⌂⅔⁸↓─ │⁸ ⅜ ∆╢ ─ ה ╩ ╠⅛⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤

⇔≡ ∆╢╙─≢∆⁹⌂⅔⁸ ─ │ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ∆╢↓≤│ №╡╕∑╪⁹╟╤⇔ↄ↔ ™
√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

 
                       
 

         
 

│⁸ ─ ≢∆⁹№≡│╕╢ ⌐ủ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹ 
 

№⌂√│ ≢∆⅛⁹ 
1 │™  2.™™ⅎ  3 ╦⅛╠⌂™ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔↑╢ ⌂ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔
√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ה ∆╢ │⁸≥─
⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ │⁸
≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√  

  
─ ה ╩ ∂≡⁸№⌂√⅜ ╪∞ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ╛ │⁸≥─

⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ה ╩ ∂≡⁸ │⁸≥─ ⌐≈⅝╕⇔√⅛⁹ 
1 ⌐≈™√  2 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈™√  3 ≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫√  4 ⌐≈⅛⌂⅛∫√ 
 

─ ─ ⌐ ╠⇔≡⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ∫≡™╕⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™⌂™ ⁸↓─
⌐│ ⇔⌂™≢ ↕™⁹ 
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
 

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹ ╙⅔ ⅎↄ
∞↕™⁹  
1 ™⌐∕℮ ℮  2 ╛╛∕℮ ℮  3 №╕╡∕℮ ╦⌂™  4 ↄ∕℮ ╦⌂™ 
  

�1�0�2



 

 

№⌂√│ ⁸ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐⁸ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐⁸
≢ ≥─ↄ╠™─ ╩ ╛⇔╕⇔√⅛⁹ ꜠ⱳכ♩ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ⁸ ─√╘
─ ⌐ ∆╢ ה ╙ ╖╕∆⁹  
1.  31    2.  26 30     3  21 25     4  16 20  
5  11 15     6  6 10     7  1 5       8  0  
 

 ⁸№╢™│№⌂√─ ⌐⅔™≡ ⅛∫√≤ ℮ ⁸╙∫≤ ⇔√╡ ⇔√╡
⇔√ ⅜ ™≤ ℮ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸↔ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
│⁸ ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⇔↕╦╡─№╢ ╛ ≢⅝⌂™ │⁸↔ ™√∞⅛⌂ↄ≡ ≢∆⁹ 
  

�1�0�3



 

 

.№⌂√│ ─ ⌐≈™≡⁸≥─ ⇔╕⇔√⅛⁹ 
 

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 
☻כ◖  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

╩ ╗  
1    2 №╢    3 ╛╛    4  

 
.№⌂√│ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ─ ≢≥─ ≈≤ ™╕∆⅛⁹ 

 
1 ≈≤ ℮ 2 №╢ ≈≤ ℮ 3 №╕╡ √⌂™≤ ℮ 4 √⌂™≤ ℮ 
 

☻כ◖  
1 ≈≤ ℮ 2 №╢ ≈≤ ℮ 3 №╕╡ √⌂™≤ ℮ 4 √⌂™≤ ℮ 
 

╩ ╗  
1 ≈≤ ℮ 2 №╢ ≈≤ ℮ 3 №╕╡ √⌂™≤ ℮ 4 √⌂™≤ ℮ 
 

⌐ ⁸ ─ ⌐≈™≡≥─ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 

╛ ─√╘─ ╛ ─  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

⁸ ⁸ ⁸ ─ ה  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

╛ ─ ≢ ≤ ∆╢  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

≢─  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

─  

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 
Ợ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╛ ה ⌐≈™≡⁸ ⅛∫√ ⁸ ∞∫√ ⁸ ∆═⅝ ⁸

∆═⅝ ⌂≥⁸ ⌐↔ ╩⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹ 

 
 
 
 
 
 

 
  

�1�0�4



 

 

─ ⁸ ⁸ ☻כ◖ ⌐≈™≡⅔
⌡⇔╕∆⁹ 

(1)№⌂√│⁸₈ ─ ₉╩ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

   ⇔√    ⇔⌂⅛∫√ 

  ⇔√ ⌐⅔ ⌡⇔╕∆⁹ 
  ᵑ ⇔√  ↄ∞↕™⁹≡↑≈╩₃⌐☻כ◖╛

   ⁸  ⁸  ☻כ◖ 

  ᵒ ⇔√ ─≤⌐☻כ◖╛ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

 
 
 
 
 

 
 

⌐╖≡⁸ ≢ ╪∞↓≤⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹╕√⁸∕─ ╙⅔ ⅝ↄ∞↕
™⁹ 

1    2 №╢    3 ╛╛    4  
 

 
 
 
 
 

↔ №╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 
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38.7%

27.8%

8.9%
5.2%

19.4%

9 ─ ה ⌐⅔™≡⁸
─ │ ≢⇔√⅛⁹ ⅜™

⌂™ ⁸↓─ ⌐│ ⇔⌂™≢ ↕
™⁹ ⅜™⌂™ │

™⌐∕℮ ℮

╛╛∕℮ ℮

№╕╡∕℮ ╦⌂™

ↄ∕℮ ╦⌂™

27.8%

48.4%

20.6%

3.2%

10 ⌐⅔™≡⁸ ⅜ ┘╛∆
™ │ ∫≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹

╙⅔ ⅎↄ∞↕™⁹

™⌐∕℮ ℮

╛╛∕℮ ℮

№╕╡∕℮ ╦⌂™

ↄ∕℮ ╦⌂™

�1�2�2





 
 

│ ╩ ↑≡™╢⅜⁸ ♃כ♦ ꜠ⱳ⁸♩כ♥☻♩ ─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇
◒⌐≈™≡ 27 ≢⅝≡™╢ ⅜ ↄ⁸↓─ ─ ╙ ≢№╢⁹ 
 
ₒ ₓ 

 
 

   
 
 

   
  

─  

15.№⌂√─ │ ⇔≡™╕⇔√⅛ 16.№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ ─◘ⱳכ
♩│ ≢⇔√⅛⁹ 

17.№⌂√⅜ ╩ ╘╢⌐№√╡⁸ │
≢⇔√⅛⁹ 

20.№⌂√│⁸ ≢ ╪≢⁸ ⌐ ∆ ⅜
⌐≈™√≤ ™╕∆⅛⁹ 

�1�2�4





 
 

ה  
 

 
  6 2 9   6 3 24   

 
 

  
 R5 ─ 3 ╩ ⌐⁸ ─з
л⌐ ∆╢▪fi◔כ♩╩ ⇔√⁹ 
ₒз ⁸ ⌐≈™≡ₓ 13 ⅛╠ 15  
ₒи TA⁸ ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐≈™≡ₓ 16 ⅛╠ 23  
ₒй ◦ꜝⱣ☻⁸ ⁸ ⌐≈™≡ₓ 27 ⅛╠ 31  
ₒк ⁸ ╘ ⁸ ⌐≈™≡ₓ 27 ⅛╠ 31  
ₒл ⁸ ⁸ ─ ⌐≈™≡ₓ 32 ⅛╠ 35  
↓↓≢│⁸o з ₓ≤ₒи ₓ─ ╩ ∆╢⁹ 
ₒз ⁸ ⌐≈™≡ₓ ⌐≤≡╙ ╩ ∂≡™╢ ⅜ 67.0%

13 ⁹ ─◘ⱳכ♩ 14 │ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ≡™╢⁹↕╠
⌐⁸ ─ 15 ⌐≈™≡ 67.0 ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 
ₒи TA⁸ ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐≈™≡ₓTA ─ ◘ⱳכ♩╩ 67.0%─
⅜ ™≤ ∫≡™╢⁹ ╩ ⌐ ∆╢ │ ⌂ↄ⁸67.0%─ ⅜√╕⌐
∆╢⌐≤≥╕∫≡™╢⁹ ⌐ ∆╢ ה ⁸ ה │
─ ⁸ ≢ ↕╣≡™╢ 18 ⁸ ≢─ ⅜ ─ ⌐ ≈
≤ ⅎ 19 ⁸↕╠⌐ ─ ─ ╩ ⇔≡ ╩ 20 ⇔⁸

21 ≤ 22 ╩ ↄ ╢ ⅜№╢⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 
ה ⁸ ─ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢ 13⁸14⁸15 ⁹ 
ה ⌐ ≤⇔≡ ╦╡⁸ ⁸ ─ ⅛╠ ≤⌂∫≡™╢

17-8 ⁹ 
fiꜛ◦כ♥ⱪ꜠♀fiה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂
≥⅜ ⌐ ⅝⁸ ⇔√≤ ⇔≡™╢ 18-1 8 ⁹ 

 
ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
ה ▪fi◔כ♩┼─ ⅜ ⌂ↄ⁸ ╙№╡⁸ ⌂ ⅜ ⇔™⁹ 
ה ─ ⅜ ╘≡ ™ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹( 17-1)⁹ 
▪▫♥Ⱳꜝfiה ╩ ℮ ⅜ ↄ⁸ ה ⅜⌂™ ⌐№╢ 17-7 ⁹ 
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  5 6 30 6 3 24  

 
 

   
 

9 ⅛╠ ⅜№∫√⁹ 
₈ ─ │ ≢⅝√⅛₉ 13 100 ⅜∕℮ ℮ ₈ ™⌐∕℮ ℮₉

≤₈╛╛∕℮ ℮₉─ ≤ ⁸₈ ה ⌐⅔™≡⁸ ┼─ │ ≢№∫√
⅛₉ 14 │ ─80.0 ⅜∕℮ ℮≤ ⁸₈ ┼─ ⌐≈™≡ ╩
╘╠╣√ ⁸ ⌐ ╘√™⅛₉ 15 33.3 ⅜∕℮ ℮≤ ⁸₈ ≢ ⌐

≈↑√ ⅎ ⁸ ⅜⁸ ─ ⁸ ⌐ ⅛₉ 16 100 ⅜∕℮ ℮≤
⇔√⁹ 
 

 
14 ⅛╠ ⅜№∫√⁹₈ ─ │ ≢⅝√⅛₉ 13 85.7 ⅜

∕℮ ℮ ₈ ™⌐∕℮ ℮₉≤₈╛╛∕℮ ℮₉─ ≤ ⁸₈ ≢─ ה
⌐⅔™≡⁸ ┼─ │ ≢⇔√⅛₉ 14 ─33.3 ⅜∕℮ ℮≤
⁸₈ ┼─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ╘√™⅛₉ 15 28.6 ⅜∕℮ ℮≤

⁸₈ ≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⅜⁸ ─ ⁸ ⌐ ⅛₉ 16 100
⅜∕℮ ℮≤ ⇔√⁹ 
 

 
24 ⅛╠ ⅜№∫√⁹₈ ─ │ ≢⅝√⅛₉ 13 91.7 ⅜

∕℮ ℮ ₈ ™⌐∕℮ ℮₉≤₈╛╛∕℮ ℮₉─ ≤ ⁸₈ ה ⌐⅔™
≡⁸ ┼─ │ ≢№∫√⅛₉ 14 ─90.9 ⅜∕℮ ℮≤ ⁸₈

┼─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ╘√™⅛₉ 15 70.8 ⅜∕℮ ℮≤ ⁸₈
≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⁸ ⅜ ─ ⌐ ⅛₉ 16 ─80

⅜∕℮ ℮≤ ⇔√⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 
 ╕∏⁸₈ ─ │ ≢⅝√⅛₉⁸₈ ≢ ⌐≈↑√ ⅎ ⁸ ⁸
⅜ ─ ⌐ ⅛⁸ ─ ⁸ ⌐ ⅛₉≤™∫√↓≤⌐ ⇔≡⁸™∏

╣─ ⌐⅔™≡╙ ⌂ ⅜ ╩ ╘≡™╢⁹↓─↓≤⅛╠⁸
─♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦⁸כ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱳꜞ◦כ⌐≈™≡│ ⅛╠ ⌂
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⅜ ╠╣≡™╢≤™ⅎ╢⁹╕√⁸ ─₈ ה ⌐⅔™≡⁸ ┼
─ │ ≢№∫√⅛₉⁸₈ ┼─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ╘√™⅛₉⁸

─₈ ה ⌐⅔™≡⁸ ┼─ │ ≢№∫√⅛₉⌐≈™≡╙⁸
⌂ ⅜ ╠╣≡™╢⁹ 

 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
 ⌐⅔™≡│⁸₈ ┼─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╠╣√ ⁸

⌐ ╘√™≢∆⅛₉₈ ≢─ ⌐⅔™≡ ┼─ │ ≢⇔√⅛₉≤
™℮ ≢ ⌂ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√√╘⁸ ⅜ ≢№╢⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ 2
⅛╠ √⌐ ╩☻כ◖ ⇔⁸ ─ ╩ ⁸╕√⁸ 5 ⅛╠│ √⌐

╩☻כ◖ ⇔ ╩ ⇔√⁹↓─↓≤≢ ⌐☼כ♬─ ⇔⁸╟
╡ ⌂ ≤ ⅜ ╘╠╣╢ ╩ ∆╢√╘─ ⅜ ↕╣√⁹╕√⁸

⌐ ╩ 4 ⌐ ⇔⁸ ™ ┘ ╩ ≈ ⁸
ה ╩ ⇔≡™╢⁹⇔√⅜∫≡⁸ ⁸↓─ ⌐ ∆╢ │ ╠╣╢≤ ⅎ≡

™╢⁹ 
─₈ ┼─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╠╣√ ⁸ ⌐

╘√™≢∆⅛₉⌐≈™≡⁸╕√₈ ≢─ ⌐⅔™≡ ┼─ │ ≢⇔√
⅛₉⌐≈™≡│⁸ ⌂ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√√╘⁸ ⅜ ≢№╢⁹ ⌐⅔™≡│⁸

─ ─ ⌐ ↑⁸ ╩ ⇔√⁹ ⅛╠ ⁸
∕⇔≡ ┼≤⁸ ⅛╠ ┼─ ─№╢ ⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ⁸

⅜ ╠╣╢≤ ⇔≡™╢⁹  
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ₒ ₓ 
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  6 2 9   6 3 4   

 
 

  
⌐ ∆╢ 38 ─℮∟⁸1 ⅜ ≢№∫√⁹ 

╕∏⁸ ⅜ ⌐≈↑╢ ─№╢ ⌂ ה ⌐ ∆╢⁸ ─ ⌐
≈™≡ ≡™ↄ⁹ ─ ה ╩ ∂≡⁸₈ ⌂ ₉ 2 ⁸₈ ╩ ה

∆╢ ₉ 3 ⁸₈ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ ₉ 4 ⁸₈ ╛
₉ 5 ⁸₈ ₉ 6 ⅜ ⌐≈™√⅛≤™℮ ™⌐ ⇔≡⁸∕╣

∙╣⁸ ─ 100%⁸95 ⁸95 ⁸95 ⁸39 ⅜₈ ™⌐ ⌐≈™√₉╕√│₈≥∟╠⅛≤
ⅎ┌ ⌐≈™√₉≤ ⇔≡™√⁹ 
⌐⁸ ─ ה ⌐ ∆╢ ╛ ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ ╢⁹

₈ ─ ─ ⌐ ╠⇔≡ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⅜ ∫≡™√⅛₉ 7 ⁸
₈ ─ │ ∞∫√⅛₉ 8 ⁸₈ ─ │ ∞∫√⅛₉
9 ≤™℮ ™⌐ ⇔≡⁸∕╣∙╣⁸ ─ 92 ⁸97 ⁸82 ⅜₈ ™⌐∕℮ ℮₉╕√
│₈╛╛∕℮ ℮₉≤ ⇔≡™√⁹ 

⌐⁸₈ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐ ─ ה ╩ ∂≡
≢ ╛⇔√ ₉ 11 ⌐≈™≡│⁸31 ≤∆╢ ─ ⅜ 55 ⌐─

╓╡⁸21 ⅛╠ 30 ≤∆╢ ─ ⅜ 13 ≤⌂∫√⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 
₈ ─ │ ∞∫√⅛₉ 8 ╩ ╦╣≡⁸ ─ 71 │₈ ™⌐∕℮
℮₉≤ ⅎ≡™√⁹╕√⁸₈ ⌐ ≤ ─№╢ ה ⌐ ─ ה
╩ ∂≡ ╛∆ ₉⅜ №√╡21 ≤∆╢ ─ ⅜⅔╟∕3 ─2≢⁸

│⅔⅔╗⌡ ≢№∫√⁹∕─ ╙№╡⁸₈ ⌂ ₉⁸₈ ╩ ה
∆╢ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ ₉⅜₈ ™⌐ ⌐≈™√₉≤∆╢ ⅜⁸

∕╣∙╣⁸53 ⁸47 ≤⌂∫√⁹↓╣╠─ ≢│ ╣√ ⅜ ╠╣≡™√≤ ⅎ╠╣╢⁹ 
 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
≢⁸ ─ ה ╩ ∂≡ ⅜₈≥∟╠⅛≤ ⅎ┌ ⌐≈⅛⌂⅛∫

√₉⁸╕√│⁸₈ ⌐≈⅛⌂⅛∫√₉≤ ⅎ√ ─ ⅜⁸ ╦∑≡ 61 ⌐─╓∫√⁹
↓─ ╟╡⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐│⁸⌂⅔ ⅜ ↕╣≡™╢
≤ ⅎ╠╣╢⁹ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐ ↑≡ ⌂ ⱪ꜡◓
ꜝⱶ⌐≈™≡ ╩ ╘╢↓≤⅜⁸ ─ ⌐ →╠╣╢⁹ 
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  6 3 6   6 3 24   

 
 

  
 5 23 ☻כ◖ 4 ⁸ ☻כ◖ 14 ⁸

☻כ◖ 5 ⌐ ⇔≡▪fi◔כ♩╩ ⇔⁸ │ 22 ≢№∫√⁹ 
 ─ │⁸ᵑ ⌐≈™≡─ ╛ 13-1⁸13-2 ⁸ᵒ

╛ ⁸ ה ⁸ ≤ ∆╢ ⁸ ─ ⁸ ─ ⌐≈™≡
─ 14 ⁸ᵓ ─ ─ ≤ 15 ⁸ᵔ ┘─ ⌂

16 ─ 4 ≈─ ⅛╠ ⇔√⁹↓╣╠─ ⌐≈™≡⁸4 ⌐╟╢
ה √⌂™╩ 1 ⁸╛╛ ╡╕№ה √⌂™╩ 2 ⁸№╢ ╢№ה

≈╩ 3 ⁸ ה ≈╩ 4 ≤∆╢ ╩ ⇔√⁹ 
 ⌂ 16 │ 3.86 ⇔≡™╢ 19 ⁸№╢ ⇔≡™╢ 3 ≤™
℮ ™ ≤⌂╡⁸ ─ ┘ ⅜ ↄ ↕╣≡™√⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 
ᵑ ─ │™∏╣╙ 3.7 ≤ ─ ⌐ ≈ ⌐⌂∫≡™╢⁹o ₈

─ ₉3.68 ⁸₈ ╛ ─ ≢ ≤ ∆╢ ₉(3.55)─ ⅜ ↄ⁸
─ ⌐ ↑⁸ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ⌐ ╠╣≡™√↓≤⅜℮⅛⅜

ⅎ╢⁹ᵓ ─ ╩ ⇔√ 11 ─℮∟⁸5 ⅜₈ ⇔≡™╢₉≤ ⇔≡
⅔╡⁸1 ≢ ∆╢↓≤─ ↕│№╢╙──⁸ ─ ⌐ ⇔√ ≢⁸
≢─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ═╢↓≤─ ╩ ∂≡™╢⁹ᵔ ⌂ │⁸3.86 ≤
⌐ ↄ ↕╣≡™╢⁹ ™ ╛ ╩ ╢ ≤⌂╡⁸ ≤ ─ ─ ╩
∂⁸ ₁⌂ ─ ⅜ ⌐ ┬↓≤─╟↕╩ ⇔≡™╢⁹ 
 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ  
⌐≈™≡│⁸ ─ ⁸ ─ ⅜ ⌐ ⅛∫√⁹ ⅜

─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ┬ ╩ ╘╠╣╢╟℮⌂ ╩∆╢⌂≥⁸ ─
⅜ ≢№╢⁹╕√⁸ ⌐№∫√ ─ ⌐ ∂√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─
╙ ─ ≢№╢⁹↕╠⌐⁸ 13 ─₈ ╛ ─√╘─ ╛ ─ ₉⌐≈™

≡│⁸2 ⅜₈╛╛ ₉≤ ⇔≡™√⁹ ─ ה ╩╟╡ ↕∑╢√╘
─ ⅔╟┘ ⅜ ╘╠╣╢⁹  
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ₒ ₓ 
─  

13-1      
№⌂√│ ─ ⌐≈™≡⁸≥─ ⇔╕⇔√⅛⁹ 
 4.  3.№╢

 
2.╛╛
 

1.     

 11 11 0 0 0 22 3.50 

☻כ◖  14 8 0 0 0 22 3.64 

 13 9 0 0 0 22 3.59 

 
13-2  
─ ─ ≢≥─ ≈≤ ™╕∆⅛⁹ 

 4. ≈
≤ ℮ 

3.№╢
≈

≤ ℮ 

2.№╕╡
√⌂

™≤ ℮ 

1. √
⌂™≤
℮ 

   

 16 6 0 0 0 22 3.73 

☻כ◖  19 3 0 0 0 22 3.86 

 18 4 0 0 0 22 3.82 
 
 

14 ⌐ ⁸ ─ ⌐≈™≡≥─ ⇔≡™╕⇔√⅛⁹ 
 4.  3.№╢

 
2.╛╛
 

1.     

╛ ─
√╘─ ╛

─  

11 9 2 0 0 22 3.41 

⁸
⁸ ⁸

─
ה  

12 9 1 0 0 22 3.50 

╛
─ ≢
≤ ∆╢  

12 10 0 0 0 22 3.55 

≢─
 

11 10 1 0 0 22 3.45 

─
 

15 7 0 0 0 22 3.68 

 
 

15 ─ ⁸ ⁸ כ◖
☻ ⌐≈™≡⅔ ⌡⇔╕∆⁹ 
(1)№⌂√│⁸₈ ─ ₉╩ ⇔╕⇔√⅛⁹ 

⇔√ ⇔⌂⅛∫√   
11 11 0 22 
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ᵑ ⇔√  ☻כ◖╛

  ☻כ◖  

0 10 1 11 
 
ᵒ ⇔√ ─≤⌐☻כ◖╛ ⇔╕⇔√⅛⁹ 
 
4. ⇔≡™
╢ 

3.№╢
⇔≡™╢ 

2.№╕╡
⇔≡™⌂™ 

1. ⇔≡™
⌂™ 

   

5 6 0 0 0 11 3.45 
 
 

16 ⌐╖≡⁸ ≢ ╪∞↓≤⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ 
4. ⇔≡™
╢ 

3.№╢
⇔≡™╢ 

2.№╕╡
⇔≡™⌂™ 

1. ⇔≡™
⌂™ 

   

19 3 0 0 0 22 3.86 
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ⱴⱠ☺ⱷfi♩  
 

 
  6 3 7   6 3 24   

 
 

  
 ─ │ ⌡ ™≤ ⅎ╢⁹ ─ 9 ⅜ ⇔≡™╢ ⁸
┼─ │ ∆╢≤ 95.2%⁸ √╡ │ 17.8 ≢№╢⁹

≢│⁸₈ ₉≤₈ ₉⌐≈™≡─ ⌂ ₈ ⇔≡™╢₉╕√│₈№
╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ─ ⅜∕╣∙╣ 85.7%⁸76.2%≤⌂∫≡™╢⁹

╩ ≤∆╢ ₈ ₉╕√│₈№╢ ₉≤∆╢ ─ ⅜ 10 ≤⌂
∫≡™╢⁹₈ ─ ה ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ≢⇔√⅛₉⌐≈™≡│

⌂ ₈ ™⌐∕℮ ℮₉╕√│₈╛╛∕℮ ℮₉≤∆╢ ⅜ 90.5%╩ ╘╢⁹
₈ ─ ≢ ≤∆╢ ₉≤₈ ≢ ⌐≈↑√ ₉│ ⌡ ⅜ ╠╣

⅜ ⌐☼כ♬─ ╦∑√ ╩ ≢⅝≡™╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 
 ┼─ │⁸₈ │ ⌐ ≢ ₉⅜ 61.9%≤ ╙ ↄ⁸ ™≢₈ │
⌐ ≢ ⇔√⅜⁸ ⌐ ∂≡○fiꜝ▬fi≢ ∆╢↓≤╙№∫√₉⅜ 38.1%≢№╢⁹ 
 

╣√ ┘ ╩ ∆╢  
ₒ ╣√ ₓ 

│⁸ ≢№╢ 2 ⱪ꜡☺▼◒♩ ╩ 6 ╩ 2
₩3 ─ ≢ ≢ ⇔≡™╢↓≤⌐ ∆╢ ⌂ ₈ ⇔≡™╢₉╕√│
₈№╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ─ ⅜ 81.0%≤⌂∫≡™╢⁹ ≢ ⌂
╢ ⌐≥↓╢╣↕⌂⅜♩ⱷfi◖ה ⅜ ∆╢≤™∫√Ⱡ●♥▫Ⱪ⌂ ╟╡╙⁸

⌂ ⅛╠─ ╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸ ⌐⅔↑╢ ╛
┼─ ⅜ ╕∫√≤∆╢ │ 100%⁸ ⌂Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⅜≢⅝√≤∆╢

│ 90.5%≤⌂∫≡™╢⁹ ⅎ≡⁸ ⌂ ⌐ ∆╢ ⌂ ₈ ⇔≡™╢₉
╕√│₈№╢ ⇔≡™╢₉≤∆╢ ⁸ ┼─ ⌐ ∆╢ ⌂ ₈
⌐№╢₉╕√│₈№╢ №╢₉≤∆╢ ─ │™∏╣╙ 100%≤⌂∫≡™╢⁹ 
 

ₒ ╩ ∆╢ ₓ 
 ⱪ꜡☺▼◒♩ ⌐ ∆╢ ≢│⁸ ─ ╩ ─ 9 ⅛╠ ╘
≡ ╖⌐ ⌐ ╩ꜟכꜙ☺◔☻╢∑↕ ╘╢ ⅜ ⅛╠ →╠╣≡™╢⁹ 
 ∆═⅝ ╛ ╡ ⌂ꜟⱣכ꜡◓⁸≡⇔≥╖ ╩ ⇔√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩
╘╢ ⅜ ⅛╠ →╠╣≡™╢⁹ 
 PC ≤╪≥╒ⱶ╩₈כꜟ ⇔⌂⅛∫√₉≤∆╢ ⅜ 76.2%≤⌂∫≡⅔╡⁸ ∟
╖ⱡכ♩ PC ╩ ≤⇔√ ⌐≈™≡⁸ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

 ₈○fiꜝ▬fi─ ⌐⅔⅔⅛√ ⇔≡™╢₉⌐ ∆╢ │ 42.9%≢№╢⁹
⅛╠│⁸ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸○fiꜝ▬fi ─ ╩  ⅎ╢⁹⅜⅛℮⅜☼כ♬╢╘
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ₒ ₓ 
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